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◆起点側坑口部

　Ⅱ期線起点側トンネル坑口直上には、土被り7.8mの地点にNEXCO管理用道路　が、

　土被り11.2mの地点に林道が存在している。

上記区間には緑色凝灰岩（細粒相）(DL～DM級;of1_DL～DM)が分布しているが、

掘削に伴う地山の緩み生じた場合、管理用道路や林道に影響を与えてしまうことが

懸念される。このため坑口の設計に当たっては、管理用道路を保護するため、パイプ

ルーフや長尺先受工の採用を検討する必要がある。

◆STA796+49～STA799+93m

　本区間の緑色凝灰岩（角礫相）は、周辺の貫入岩体の熱変成の影響を受け結晶質となり、岩質が硬質である。

　また本層の弾性波速度は2.6~3.4km/s以上を示し、CⅡ地山の指標である弾性波速度値が2.8km/s以上の区間が多く占　

　めること、またⅠ期線施工時に本地質の分布区間については「CⅡパターン」が採用されていることなどの理由から、

　地山等級は「CⅡ」が妥当と判断した。しかしながら、緑色凝灰岩は第三紀の凝灰岩であり、膨潤性を示す可能性を

　完全に否定できない。このため「緑色凝灰岩(角礫相 CM級of2(b)_CM)」について施工時に、先進ボーリング等で試料

　を採取し、X線回析とCEC試験の試験を行い、膨圧の可能性について再度評価し、必要に応じて、インバート等の

　補助工法の採用を検討する必要がある。

◆STA803+70m付近　

　Ⅰ期線施工では、「石英安山岩;CM級　Da_CM 」と「流紋岩;CM級　Ry_CM」の貫入境界から400ℓ/minの湧水　

　　が発生したことが報告されている。

　　このためⅡ期線施工では、地質境界の想定箇所より100m程度手前から、地質確認と水抜きを併用したドリルジャ

　　ンボ等を用いた先進ボーリング（ノンコア方式）を複数回に分け実施し、突発湧水の発生を防止する必要がある。

◆STA810+0m～STA810+37m付近　

　　Ⅰ期線施工記録では破砕帯、及び破砕帯周辺で湧水が発生した記録は確認できていないが、破砕帯の想定箇所よ　

　　り100m程度手前から、地質確認と水抜きを併用したドリルジャンボ等を用いた先進ボーリング（ノンコア方式）

　　を複数回に分け実施し、突発湧水の発生を防止する必要がある。

　　また先進ボーリング時には掘削速度や穿孔エネルギーの変化を記録し、切羽前方の地山状況を予測し、事前に適　

　　切な支保構造の検討に資するデータを取得することが望ましい。
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◆STA796+77m～STA797+39m付近　
緑色凝灰岩(細粒相）DL～DH級　

◆STA796+39m～STA798+49m付近　
緑色凝灰岩(細粒相）CL級　
緑色凝灰岩(角礫相）CL級　

◆STA796+49m～STA799＋93m付近　
緑色凝灰岩(角礫相）CM級　

◆STA799+93m～STA803＋68m付近　
石英安山岩CM級　

◆STA803+68m～STA803＋98m付近　
流紋岩CM級　

◆STA803+98m～STA810＋0m付近　
石英安山岩　CM級　

◆STA810m+0～STA810＋37m付近　
破砕帯　DH級　

◆STA810+0m～STA814＋
石英安山岩　CM級

-
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風化した石英安山岩露頭

新鮮･硬質な緑色凝灰岩露頭が

高さ20m前後の急崖を形成している。 切土のり面には表層から緑色凝灰岩

が露出する。

起
点
側
坑
口
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◆STA810+0m～STA810+37m付近　

　　Ⅰ期線施工記録では破砕帯、及び破砕帯周辺で湧水が発生した記録は確認できていないが、破砕帯の想定箇所よ　

　　り100m程度手前から、地質確認と水抜きを併用したドリルジャンボ等を用いた先進ボーリング（ノンコア方式）

　　を複数回に分け実施し、突発湧水の発生を防止する必要がある。

　　また先進ボーリング時には掘削速度や穿孔エネルギーの変化を記録し、切羽前方の地山状況を予測し、事前に適　

　　切な支保構造の検討に資するデータを取得することが望ましい。

　

◆STA814+68m～STA817+59m付近　

　　破砕帯、石英安山岩、緑色凝灰岩が幅50～130m程度の間隔で互層状に分布する。

　　本区間ではⅠ期線施工中に最大で40ℓ/min程度の湧水が発生している。

　　地質分布が複雑なため、本区間については地質確認と水抜きを併用したドリルジャンボ等を用いた　

　　先進ボーリング（ノンコア方式）を複数回に分け実施し、突発湧水の発生を防止のほか、先進ボーリ

　　ングにより切羽前方の地山状況を予測し、事前に適切な支保構造の検討に資するデータを取得する　

　　古ことが望ましい。

　

◆STA817+59～STA820+62m

　　本区間の緑色凝灰岩（角礫相）は、周辺の貫入岩体の熱変成の影響を受け結晶質となり、岩質が硬質である。

　　また本層の弾性波速度は2.6~3.4km/s以上を示し、CⅡ地山の指標である弾性波速度値が2.8km/s以上の区間が多く占めること、またⅠ期　

　　線施工時に本地質の分布区間については「CⅡパターン」が採用されていることなどの理由から、地山等級は「CⅡ」が妥当と判断した。

　　しかしながら、緑色凝灰岩は第三紀の凝灰岩であり、膨潤性を示す可能性を完全に否定できない。このため「緑色凝灰岩(角礫相 CM級　　

　　of2(b)_CM)」について施工時に、先進ボーリング等で試料を採取し、X線回析とCEC試験の試験を行い、膨圧の可能性について再度評価　

　　し、必要に応じて、インバート等の補助工法の採用を検討する必要がある。
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HH-100×100(上半)

HH-108×104(上半)
HH-100×100(上半) HH-100×100

HH-100×100(上半)
HH-100×100

HH-100×100(上半)

HH-108×104(上半)

HH-100×100(上半)

HH-108×104(上半) HH-100×100(上半)
HH-100×100

HH-154×151
1.2

1.2
1.0 1.2 1.2 1.2 1.0 1.2 1.0 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.0 1.0

CM級）
破砕帯
（DH級）

石英安山岩（CM級） 破砕帯（DH級）（石英安山岩）
石英安山岩（角礫相）CM級
及び緑色凝灰岩（CM級）

破砕帯（DH級）
（石英安山岩 緑色凝灰岩）

石英安山岩
緑色凝灰岩(角礫相）（CM級）

流紋岩
（CM級）

流紋岩、流紋岩質火砕岩
（CM級）

盛土
（CM級）（CM級）

緑色凝灰岩(角礫相）

2.0～2.82.8～3.23.22.6～3.23.0～3.23.2～3.4以上
2.8～3.2

3.2
2.6～3.2

3.2～3.4以上
2.8～3.22.4～2.83.2 2.8～3.22.8～3.22～3.4以上 2.8～3.2

2.8～3.2
2.8～3.2 3.2～3.4以上

(40.7) (40.7) (40.7) (40.7) (13.8) (40.7) (40.7) (40.7) (40.7) (40.7) (40.7) (40.7) (13.8) (13.8) (29.8) (13.8) (40.7) (29.8) (56.4) (29.8) (29.8) (29.8) 47.2 56.4

(3.06) (2.24) (2.24) (2.24) (2.99) (2.24) (2.99) (3.96) (2.99) (2.99) (2.99) 4.57 3.96(3.06) (3.06) (3.06) (3.06) (3.06) (3.06) (3.06) (3.06) (3.06) (3.06)(3.06)

(21.6) (21.6) (21.6) (21.6) (19.2) (21.6) (21.6) (21.6) (21.6) (21.6) (21.6) (21.6) (19.2) (19.2) (19.2) (21.6) (20.3) 20.3 20.4(19.7) (19.7) (19.7) (19.7) (19.7)

6.8～210.0 106.4～116.8 106.4～118.3 91.3～118.3
89.6～101.0

101.1～160.4 160.4～209.4
176.4～209.4

148.0～176.4
75.4～148.0

54.2～75.4

54.2～67.5
67.4～70.5 70.5～117.0 106.3～117.0 100.5～106.3 100.5～118.5 118.5～131.4

130.4～131.4
116.6～130.4 45.3～116.6

45.3～77.0

18.0～45.3

0.0～18.0

.6
12.8～14.4

8.7～38.0 11.8～20.5 14.8～16.3 13.0～13.7 16.3～19.2 12.4～13.7
13.0～13.1

10.9～31.4
56.4

22.1～55.7

810＋0m付近　
　CM級　

◆STA810m+0～STA810＋37m付近　
破砕帯　DH級　

◆STA810+0m～STA814＋68m付近　
石英安山岩　CM級　

◆STA814m+68～STA815＋90m付近　
破砕帯　DH級　

◆STA815m+90～STA816＋57m付近　
石英安山岩と緑色凝灰岩　

◆STA816m+57～STA817＋10m付近　
が互層状に分布　CM級　

◆STA817＋10m～STA817+59m付近　
石英安山岩　CM級　

◆STA817＋59m～STA818+57m付近　

◆STA818＋57m～STA818+61m付近　
流紋岩　CM級　 ◆STA818＋61m～STA820+62m付近　

緑色凝灰岩　CM級　
◆STA820+62m～821+30.0m付近　
流紋岩、流紋岩質火砕岩　CM級　

終点側斜面は傾斜40 °～45°の急斜面である。　

-

補助ベンチ付全断面掘削工法・爆破掘削

CⅠ CⅡ CⅠ-L CⅡ
CⅠ CⅡ CⅡ DⅢa

D

平　面　図

S=1:5000地　質　平　面　縦　断　図

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

B3-46(88) STA.809+30.000 CL(v)
Dcp=113 上川村

B3-47
(88) 

STA.8
14+62

.000 
CL(斜

め)

B2-10
3(87)

 STA.
818+5

1.000
 L-6.

0(v)

Dcp=5
4

Dcp=1
4

B3-48(88)
 STA.820+

60.000 CL
(v)

GH=309.52 
Dcp=66 B4-8(89) 

STA.821+4
8.000 CL(

h)

GH=249.54 
Dcp=45

弾性波探査測線2終点

B2-103(88
) STA.821

+51.000 L
-6.0(v)

GH=236.87 
Dcp=14

弾性波探査測線3終点

弾性波探査測線3起点

E+745
E+760

E+790

変質に伴い明緑色を呈し軟質化進む

浸食に伴う不安定土塊

BⅡ1-16
(20)

 STA
.821

+3.8
 L10

.6(v
)

BⅡ1-17
(20)

 STA
.821

+30.
000 

L8.4(
h)

Dcp=
30m 

GH=2
70.2

3m

Dcp=
50m 

 GH=
252.

24m 

Da

Da

rd

rd

dt

dt

dt

dt

dt

Da

Da

dt

dt

dt

dt

dt

dt

rd

Da

of2

dt

dt

dt

dt

dt

dt

dt

dt

dt

dt

dt

dt

dt

dtdt

dt

dt

dt

dt
dt

rd

dt
dt

dt

dt

dt

dt

of2

全体に白色変色した凝灰岩

of2

of2

dt

dt

dt
Rh

Ｂ

dt

Rh

流紋岩類露頭により構成される

傾斜45°前後の急崖地形

Da

Da

Da

Da

Da

of2

of2

of2

of2

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

終
点側坑口

ST
A.8

21
+32

.0

黒森山トンネル(下り線)　L=2469.000m

終点側坑口
STA.821+52.0

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

地質平面縦断図

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:5000

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

/
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ングＦ

37.0

先進ボーリングＨ

431.0

先進ボーリングＦ

122.0

先進ボーリングＨ

15.0

Ｅ

7.0

Ｆ Ｅ

12.0 25.0

Ｆ

8.0

Ｅ

53.0

先進ボーリングＨ

49.0

先進ボーリングＦ

98.0

先進ボーリングＥ

4.0

先進ボーリングＧ

201.0

先進ボーリングＥ

70.0

先進ボーリングＩ
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30
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70

300

R1
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75
0

R2=11500

70

吹付けコンクリート
  t = 70

覆工コンクリート
  t = 300

3
°

4
3
'
43
"

インバートコンクリート
t = 400

R4
=1
50
0

4
0
0

R
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=
1
7
70
0

r4=3085

15°07'54"15°07'54"

r
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1
8
100

2
5
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9
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0
0

2.0%
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0
0

7
5

844.4
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0
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0
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0
0

155

4
3
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1
0
0

5030050

400

CⅠ-a-i(H)-B,CⅡ-b-i(H)-B 断面

S=1:60  標 準 断 面 図 (1）

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

標準断面図(1)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

2.0%

2.0%

4
8
00

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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0
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0
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1
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吹付けコンクリート
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12086

トンネル中心道路中心
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0
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5030050

400

DⅠ-b(H)-B 断面

S=1:60  標 準 断 面 図 (2）

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

標準断面図(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

r4=3052

2.0%

2.0%

4
8
00

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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吹付けコンクリート
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5030050

400

DⅢa(H)-B 断面

S=1:60  標 準 断 面 図 (3）

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

標準断面図(3)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

r4=3570

2.0%

2.0%

4
8
00

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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トンネル中心道路中心

非常駐車帯中心
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吹付けコンクリート
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400

CⅡ-L(H)-B(L) 断面

S=1:60  標 準 断 面 図 (4）

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

標準断面図(4)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

r4=3517

2.0%

2.0%

4
8
00

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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CⅡ-L(H)-B(R) 断面

S=1:60  標 準 断 面 図 (5）

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

標準断面図(5)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

2.0%

2.0%

4
8
00

r
3
=
2
4
350

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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（標準避難連絡坑）

S=1:60  標 準 断 面 図 (6）

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

標準断面図(6)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

覆工コンクリート

吹付けコンクリート

2
3
50

4
0
70 R1

=2
35
0

1
4
50

702002350235020070

5240

100 7
5

2
0
0

1
2
50

7
0

2
0
0

70

20
0

t=70

SL

t=200

1007
5

CⅡ-B-S1 断面

道路中心 避難連絡坑中心

1.5% 1.5%

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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吹付け・ロックボルト工図

A

A

B B

1
8
00

5
7
50

7
9
20

30
0

70

7
0

R1
=5
75
0

R2=11500

30070

トンネル中心

S.L

吹付けコンクリート
t = 70

覆工コンクリート
t = 300

ロックボルト
L = 3000

1000

4@2000=8000

5
0
3

ロックボルト 鋼アーチ支保工
吹付け厚

(cm)

覆工厚(cm) 変形余裕量(cm)

長さ

(m)

周方向

(m)

延長方向

(m)
上半 下半 アーチ インバート 上半 下半 インバート

3.0 2.0 1.5 ー ー 7 30

諸 元 表

名　　称 形状寸法 規　　格 単位 数量 摘　　要

ロックボルト L=3000 耐力170KN以上 本 10 モルタル全面接着式

座　金 150x150x9 SS400 数 10

ナット JIS B 1186 個 10

吹付けコンクリート t=70 33.932

吹付け・ロックボルト材料表
(P=1.500m当り)

(180°)

M24

m36N/mm 以上2 2

ー0 0

3
0
0

R4
=1
50
0

CⅠ-a-i(H)-B 断面

S=1:125支 保 パ タ ー ン 図 (1)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

支保パターン図(1)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

図示

道路中心

110

断面詳細図

A-A 断面

S=1:25

B-B 断面

3
7
0

3
0
0

7
0

覆工コンクリート

吹付けコンクリート

t = 70

ロックボルト

L = 3000

1500

7
0

3
7
0

3
0
0

覆工コンクリート

吹付けコンクリート

t = 70

インバートコンクリート
t = 400

40

鏡吹付けコンクリート
t = 30  A = 57.495㎡

t=30 57.495m36N/mm 以上2 2

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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鋼アーチ支保工図吹付け・ロックボルト工図
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2
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1
8
00

トンネル中心

R1
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75
0

r1=
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0

R2=11500
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17

9

9517

9

継 手 板

(PL-130x180x9)

さ や 管

(φ21.7x1.9x80)

底   板

(PL-160x230x9)

ロックボルト 鋼アーチ支保工
吹付け厚

(cm)

覆工厚(cm) 変形余裕量(cm)

長さ

(m)

周方向

(m)

延長方向

(m)
上半 下半 アーチ インバート 上半 下半 インバート

1.8 1.2 HH-100 7 30

諸 元 表

名　　称 形状寸法 規　　格 単位 数量 摘　　要

ロックボルト L=3000 耐力170KN以上 本 12 モルタル全面接着式

座　金 150x150x9 SS400 数 12

ナット 個 12

吹付けコンクリート t=70 m 27.145

吹付け・ロックボルト材料表
(P=1.200m当り)

名　　称

H　形 鋼 HH-100x100x6x8 kg

継 手 板 PL-130x180x9 kg

ボルト・ナット 本

底　  板 PL-160x230x9 kg

鋼アーチ支保工材料表
(1基当り)

さ や 管

継 ぎ 材

総　合　計

(H形鋼合計)

φ22x70

φ21.7x1.9x80

φ16x1290

形状寸法 単位 数量 単位質量 質　量 摘　　要

kg

kg

2

2

2

2

12

6

160.837

  1.653

  2.600

  0.074

　2.038

321.7

3.3

5.2

0.9

12.2

16.900 kg/m

70.650 kg/m

70.650 kg/m

0.928 kg/m

1.580 kg/m

JIS B 1186M24

36N/mm 以上2

ー ー

343.3

(321.7   )

kg

kg

L=9517

2

2

2

ー ー0 0

3
0
0

9 9

R4
=1
50
0

3.0

CⅡ-b-i(H)-B 断面

S=1:25

継ぎ材詳細図 S=1:25 継手板詳細図 S=1:25

底板詳細図

さ　や　管

継　ぎ　材
6

6

継　手　板 ボルト・ナット

継　手　板

孔　径

6

底　　板

1
0
0

8
0

(φ21.7x1.9x80)

(φ16x1290)

(PL-130x180x9)

(PL-160x230x9)

1200

(φ25)

(PL-130x180x9)

(φ22x70)

99

40
100

40

2
0

1
0

1
0
0 7
0

6
0

3030 120

180

1
3
0

6
5

1
0
0

6
5

5010010

100

160

9

1
0
0

6

底　　　板

(PL-160x230x9)

2
3
0

S=1:125支 保 パ タ ー ン 図 (2)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

支保パターン図(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

図示

トンネル中心道路中心

110

S=1:25

B-B 断面

断面詳細図

A-A 断面

覆工コンクリート

1200

7
0

3
0
0 3
7
0

吹付けコンクリート

ロックボルト

鋼アーチ支保工

HH-100

t=70

L=3000

覆工コンクリート

1200

7
0

3
0
0 3
7
0

吹付けコンクリート
ロックボルト

L=3000
t=70

インバートコンクリート
t = 400

40

鏡吹付けコンクリート
t = 30  A = 57.495㎡

t=30 57.495m36N/mm 以上2 2
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鋼アーチ支保工図吹付け・ロックボルト工図
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R2=11500

r2=11820

9517

1
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82

9

1
6

95
17

1
7
82

9

9
9

9
9

継 手 板
(PL-130x180x9)

さ や 管

(φ21.7x1.9x80)

上・下半継手板

(PL-160x230x9)

底   板
(PL-230x230x16)

継ぎ材詳細図 S=1:25 S=1:25

底板詳細図 S=1:25

継手板詳細図

上・下半継手板詳細図 S=1:25

ロックボルト 鋼アーチ支保工
吹付け厚

(cm)

覆工厚(cm) 変形余裕量(cm)

長さ

(m)

周方向

(m)

延長方向

(m)
上半 下半 アーチ インバート 上半 下半 インバート

1.8 1.0 HH-100 HH-100 13 30 45

諸 元 表

名　　称 形状寸法 規　　格 単位 数量 摘　　要

ロックボルト L=4000 耐力290KN以上 本 10 モルタル全面接着式

座　金 150x150x9 SS400 数 12

ナット 個 12

吹付けコンクリート t=130 22.621

吹付け・ロックボルト材料表
(P=1.000m当り)

名　　称

H　形 鋼 HH-100x100x6x8 kg

継 手 板 PL-130x180x9 kg

ボルト・ナット 本

底　  板 PL-230x230x16 kg

鋼アーチ支保工材料表
(1基当り)

さ や 管

継 ぎ 材

総　合　計

(H形鋼合計)

φ22x70

φ21.7x1.9x80

φ16x1090

形状寸法 単位 数量 単位質量 質　量 摘　　要

kg

kg

2

2

2

2

20

10

160.837

1.653

6.644

  0.074

  1.772

321.7

3.3

13.3

1.5

17.2

70.650 kg/m

125.600 kg/m

0.928 kg/m

1.580 kg/m

H　形 鋼 HH-100x100x6x8 kg 2 60.2 16.900 kg/m

上・下半継手板 PL-160x230x9 kg

ボルト・ナット 本φ22x70

4

4

2.600 10.4 70.650 kg/m

さ　や　管

継　ぎ　材 6

6

継　手　板 ボルト・ナット

継　手　板

孔　径

6

6

上・下半継手板

ボルト・ナット

上・下半継手板孔　　　径

6

底　　板

1
0
0

8
0

(φ21.7x1.9x80)

(φ16x1090)

(PL-160x230x9)

(φ22x70)

(PL-130x180x9)

(φ25) (PL-160x230x9)

(PL-230x230x16)

1000

(φ25)

(PL-130x180x9)

(φ22x70)
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0
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160
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0
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0
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100

65

230

100

230

1
6

1
0
0

JIS B 1186M24

ー ー

ー ー

427.6

(381.9   )

kg

kg

L=9517

L=1782

6

底　　板
(PL-230x230x16)

2
3
0

m36N/mm 以上2 2

2

2

2

16.900 kg/m

30.116

ー

ロックボルト
L = 4000

トンネル中心

0 0
4.0

DⅠ-b(H)-B 断面

S=1:125支 保 パ タ ー ン 図 (3)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

支保パターン図(3)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

図示

トンネル中心道路中心

110

断面詳細図 S=1:25

A-A 断面

覆工コンクリート

1000

1
3
0

3
0
0 4
3
0

吹付けコンクリート

ロックボルト

鋼アーチ支保工

HH-100

t=130

L = 4000

B-B 断面

覆工コンクリート

1000

1
3
0

3
0
0 4
3
0

吹付けコンクリート

ロックボルト

鋼アーチ支保工

HH-100

t=130

L = 3000

ロックボルト
L = 3000

3.0

ロックボルト L=3000 耐力290KN以上 本  2 モルタル全面接着式

鏡吹付けコンクリート
t = 50  A = 57.495㎡

t=50 57.495m36N/mm 以上2 2

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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96
79

9

1
6

1
7
82

9
9
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トンネル中心

R1
=5
75
0

r1=
617

3

R2=11500

r2=11923

継 手 板
(PL-180x180x9)

さ や 管

(φ21.7x1.9x80)

上・下半継手板

(PL-210x250x9)

底   板
(PL-250x250x16)

B B

A

A

120°

鋼アーチ支保工図吹付け・ロックボルト工図

ロックボルト 鋼アーチ支保工
吹付け厚

(cm)

覆工厚(cm) 変形余裕量(cm)

(m)

周方向

(m)

延長方向

(m)
上半 下半 アーチ インバート 上半 下半 インバート

HH-154 HH-154 23 35 50

名　　称 形状寸法 規　　格 単位 数量 摘　　要

座　金 150x150x9 SS400 数 8

ナット 個 8

吹付けコンクリート t=230 22.778

吹付け・ロックボルト材料表 (P=1.000m当り)

名　　称

H　形　鋼 HH-154x151x8x12 kg

継手板 PL-180x180x9 kg

ボルト・ナット 本

底　板 PL-250x250x16 kg

鋼アーチ支保工材料表
(1基当り)

さや管

継ぎ材

総　合　計
(H形鋼合計)

φ22x70

φ21.7x1.9x80

φ16x1040 

形状寸法 単位 数量 単位質量 質 量 摘　　要

kg

kg

2

2

2

2

20

10

358.123

2.289

7.850

0.074

1.643

716.2

4.6

15.7

1.5

16.4

37.000 kg/m

70.650 kg/m

125.600 kg/m

0.928 kg/m

1.580 kg/m

H　形　鋼 HH-154x151x8x12 kg 2 65.934 131.9 37.000 kg/m

上・下半継手板 PL-210x250x9 kg

ボルト・ナット 本φ22x70

4

4

3.709 14.8 70.650 kg/m

(3.0)

フォアポーリング L=3000 D25(SD345) 本 モルタル全面接着式

36N/mm 以上

JIS B 1186

2

M24

901.1
(848.1

kg
kg)

L=9679

L=1782

ー ー

ー ー

m2

※1　下段はフォアポーリングを示す

※2　フォアポーリングは千鳥配置

2

2

2

ー0 0

長さ継ぎ材詳細図 S=1:25 継手板詳細図 S=1:25

底板詳細図 S=1:25

さ  や  管

(φ21.7x1.9x80)

継 ぎ 材

(φ16x1040)

6

継 手 板

(PL-180x180x9)

ボルト・ナット

(φ22x70)

継 手 板

(PL-180x180x9)

孔 径

(φ25)

上・下半継手板

(PL-210x250x9)

ボルト・ナット

(φ22x70)

上・下半継手板

(PL-210x250x9)

孔 径

(φ25)

底   板

(PL-250x250x16)

上・下半継手板詳細図
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210

10 154 46

9
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154

1
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0

1
0

1
5
4

1
6

30 120 30

180

9 9

250

2
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0

250

1
6

154

6

6

6

66

底   板

(PL-250x250x16)

230

1.0

DⅢa(H)-B 断面

S=1:25

S=1:125支 保 パ タ ー ン 図 (4)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

支保パターン図(4)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

図示

ロックボルト
L = 4000

4.0 1.2 1.0

ロックボルト L=4000 耐力170KN以上 本 4 モルタル全面接着式

トンネル中心道路中心

110

断面詳細図 S=1:25

覆工コンクリート

吹付けコンクリート

フォアポーリング

鋼アーチ支保工

覆工コンクリート

吹付けコンクリート ロックボルト

鋼アーチ支保工

1000

3
5
0

2
3
0

5
8
0

3
5
0

2
3
0

5
8
0

1000

t=230

t=230

HH-154

HH-154

L=3000

L=3000(千鳥配置)

A-A 断面

B-B 断面

1
1
82

21.5(21,22)

インバートコンクリート
t = 500

ロックボルト
L = 3000

諸 元 表

3.0 1.2

1.0

ロックボルト L=3000 耐力170KN以上 本 4 モルタル全面接着式

鏡吹付けコンクリート
t = 50  A = 58.449㎡

t=50 m36N/mm 以上2 2 58.449

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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吹付けコンクリート

t = 130

覆工コンクリート

t = 400

6@1600=9600

1
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00

2
0°

20
°

20
°

20°
10°

50
0

非常駐車帯中心

非常駐車帯中心

r6
=7
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6

R1
=5
75
0

R6
=7
35
0

r1=
619

6

R2=115009

10
79
5

9

9

10795

9

底   板
(PL-170x250x9)

さ や 管

(φ21.7x1.9x80)

継 手 板
(PL-140x180x9)

インバートコンクリート
t = 500

A

B
B

A

ロックボルト 鋼アーチ支保工
吹付け厚

(cm)

覆工厚(cm) 変形余裕量(cm)

長さ

(m)

周方向

(m)

延長方向

(m)
上半 下半 アーチ インバート 上半 下半 インバート

1.6 1.2 HH-108 - 13 40 50

名　　称 形状寸法 規　　格 単位 数量 摘　　要

ロックボルト L=4000 耐力290KN以上 本 9 モルタル全面接着式

座　金 150x150x9 SS400 数 15

ナット 個 15

吹付けコンクリート t=130 m 30.114

吹付け・ロックボルト材料表
(P=1.200m当り)

名　　称

H　形 鋼 HH-108x104x10x12 kg

継 手 板 PL-140x180x9 kg

ボルト・ナット 本

底　  板 PL-170x250x9 kg

鋼アーチ支保工材料表
(1基当り)

さ や 管

継 ぎ 材

総　合　計

(H形鋼合計)

φ22x70

φ21.7x1.9x80

φ16x1290

形状寸法 単位 数量 単位質量 質　量 摘　　要

kg

kg

2

2

2

2

16

8

287.147

1.780

3.003

  0.074

2.038

574.3

3.6

6.0

1.2

16.3

26.600 kg/m

70.650 kg/m

70.650 kg/m

0.928 kg/m

1.580 kg/m

JIS B 1186M24

36N/mm 以上2

ー ー

601.4

(574.3   )

kg

kg

L=10795

諸 元 表

2

2

2

ー0 0

継ぎ材詳細図 S=1:25 継手板詳細図 S=1:25

底板詳細図 S=1:25

さ　や　管

継　ぎ　材

6

底　　板

1
0
0

8
0

(φ21.7x1.9x80)

(φ16x1290)

(PL-170x250x9)

1200
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4

7
3

5210810

170

108

170
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6

底　　板
(PL-170x250x9)

2
5
0

孔　径

6

6

継　手　板 ボルト・ナット
(PL-140x180x9) (φ22x70)

99

1
0
8

継　手　板

(φ25)

(PL-140x180x9)

3810438

1
0

2
2

1
0
8

3030 120

180

1
4
0

吹付け・ロックボルト工図 鋼アーチ支保工図

ロックボルト
L = 4000

CⅡ-L(H)-B(L) 断面

S=1:125支 保 パ タ ー ン 図 (5)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

支保パターン図(5)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

図示

道路中心 トンネル中心

110

1000

断面詳細図

A-A 断面

S=1:25

覆工コンクリート

1200

1
3
0

4
0
0 5
3
0

吹付けコンクリート

ロックボルト

鋼アーチ支保工

HH-108

t=130

L=4000

4.0
2.0

ロックボルト L=2000 耐力290KN以上 本 2 モルタル全面接着式

(L=2000)

1
1
41

ロックボルト
L = 2000

ロックボルト
L = 1000

4
5
9

覆工コンクリート

1200

1
3
0

4
0
0 5
3
0

吹付けコンクリート

ロックボルト

t=130

L=1000

B-B 断面

ロックボルト L=1000 耐力290KN以上 本 4 モルタル全面接着式

1.0

(L=1000)

鏡吹付けコンクリート
t = 30  A = 73.177㎡

t=30 m36N/mm 以上2 2 73.177

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

/

/

20　 95



1
8
00

6
1
01

8
4
01

4
0
0

1
0
0

R4
=1
50
0

38°
40'

56" 38 40'56"

51
°
19
'0
4"

51°
19'04"

40
0

10
0

R6
=7
35
0

R1
=5
75
0

R2=11500
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吹付けコンクリート

t = 100

覆工コンクリート

t = 400

6@1600=9600

8
0
0

4
5
9

1
3
48 1

8
00

2
0°

20
°

20
°

20°
10°

50
0

非常駐車帯中心

非常駐車帯中心

r6
=7
79
6

R1
=5
75
0

R6
=7
35
0

r1=
619

6

R2=115009

10
79
5

9

9

10795

9

底   板
(PL-170x250x9)

さ や 管

(φ21.7x1.9x80)

継 手 板
(PL-140x180x9)

インバートコンクリート
t = 500

A

B
B

A

ロックボルト 鋼アーチ支保工
吹付け厚

(cm)

覆工厚(cm) 変形余裕量(cm)

長さ

(m)

周方向

(m)

延長方向

(m)
上半 下半 アーチ インバート 上半 下半 インバート

1.6 1.2 HH-108 - 10 40 50

名　　称 形状寸法 規　　格 単位 数量 摘　　要

ロックボルト L=4000 耐力290KN以上 本 13 モルタル全面接着式

座　金 150x150x9 SS400 数 17

ナット 個 17

吹付けコンクリート t=100 m 30.114

吹付け・ロックボルト材料表
(P=1.200m当り)

名　　称

H　形 鋼 HH-108x104x10x12 kg

継 手 板 PL-140x180x9 kg

ボルト・ナット 本

底　  板 PL-170x250x9 kg

鋼アーチ支保工材料表
(1基当り)

さ や 管

継 ぎ 材

総　合　計

(H形鋼合計)

φ22x70

φ21.7x1.9x80

φ16x1290

形状寸法 単位 数量 単位質量 質　量 摘　　要

kg

kg

2

2

2

2

16

8

287.147

1.780

3.003

  0.074

2.038

574.3

3.6

6.0

1.2

16.3

26.600 kg/m

70.650 kg/m

70.650 kg/m

0.928 kg/m

1.580 kg/m

JIS B 1186M24

36N/mm 以上2

ー ー

601.4

(574.3   )

kg

kg

L=10795

諸 元 表

2

2

2

ー0 0

継ぎ材詳細図 S=1:25 継手板詳細図 S=1:25

底板詳細図 S=1:25

さ　や　管

継　ぎ　材

6

底　　　板

1
0
0

8
0

(φ21.7x1.9x80)

(φ16x1290)

(PL-170x250x9)

1200

7
3

1
0
4

7
3

5210810

170

108

170

9

6

底　　　板

(PL-170x250x9)

2
5
0

6

6

継　手　板 ボルト・ナット
(PL-140x180x9) (φ22x70)

99

1
0
8

継　手　板

孔　径

(φ25)

(PL-140x180x9)

38
104

38

1
0

2
2

1
0
8

7
6

30

6
4

30 120

180

1
4
0

吹付け・ロックボルト工図 鋼アーチ支保工図CⅡ-L(H)-B(R) 断面

S=1:125支 保 パ タ ー ン 図 (6)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

支保パターン図(6)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

図示

道路中心 トンネル中心

110

1000

断面詳細図

A-A 断面

S=1:25

B-B 断面

覆工コンクリート

1200

1
0
0

4
0
0 5
0
0

吹付けコンクリート

ロックボルト

鋼アーチ支保工

HH-108

t=100

L=4000

覆工コンクリート

1200

1
0
0

4
0
0 5
0
0

吹付けコンクリート

ロックボルト

t=100

L=3000

4.0

ロックボルト
L = 4000

ロックボルト
L = 3000

3.0

ロックボルト L=3000 耐力290KN以上 本 4 モルタル全面接着式

3
4
1

(L=3000)

鏡吹付けコンクリート
t = 30  A = 73.177㎡

t=30 m36N/mm 以上2 2 73.177

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

/

/
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避難連絡坑 CⅡ-B-S1 断面

S=1:75支 保 パ タ ー ン 図 (7)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

支保パターン図(7)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

図示

吹付け・ロックボルト工図

4
0
70

1
4
50

2
3
50

2
0
0

7
0

S.L

避難坑中心

R1
=2
35
0

20
0

70

諸 元 表

ロックボルト

延長方向

(m)

吹付け厚

(cm)

鋼アーチ支保工

上半 下半

-

覆工厚 (cm)

アーチ インバート

20 -

変形余裕量 (cm)

上半 下半 インバート

-

長さ

(m)

周方向

(m)

2.0
1.2 1.2 7- - -

吹付けコンクリート

t = 70

覆工コンクリート

t = 200

ロックボルト

L = 2000

2
7
0

2
0
0

7
0

1200

覆工コンクリート

L = 2000
ロックボルト

t = 70
吹付けコンクリート

断面詳細図

A-A 断面

S=1:25

名　　称 形状寸法 規　　格 単 位 数  量 摘　　要

ロックボルト L=2000 耐力110KN以上 本 4 モルタル全面接着式

座　金 150×150×9 SS400 数 10

ナット 個 10

吹付けコンクリート t=70 13.093

吹付け・ロックボルト材料表
(P=1.200m当り)

σck=18N/mm 

JIS B 1186

2

M24

m2

A

A

ロックボルト

t = 1000

ロックボルト L=1000 耐力110KN以上 本 6 モルタル全面接着式

(L = 1000)

1.0

2@1200=2400

600

1
0
2

9
7
4

1
0
48

3
0
0

鏡吹付けコンクリート

t = 30  A = 10.214㎡

t=30 10.214σck=18N/mm 2 m2

/

/
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C1D19

C2D19

C3D19

C4D19
C5D19

H1D16

H1D16

H2D16

C3D19

C1D19C2D19C2D19C1D19

C3D19

C4D19
C4D19

C5D19

C5D19

C
1

49
-D
19
×
80
00

C2 49-D19×8000

C3
49-D19×

6100

C4
53-D19×6530 C5 53-D19×

8000

S=1:125本 体 工 補 強 鉄 筋 図 (4)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

本体工補強鉄筋図(4)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

1:125

kg

インバート部鉄筋質量表

記号 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要

D19 498 000 18.00 8822.25

合  計

D19
D16

合  計

D19

16.07

53 14.69 779

2 392
D16

1 733
659

498 000 18.00 882

2.25

2 437

496 100
D19

13.73 673

D16 7310 300 1 1731.56

53 18.00 954

41 16.07 659

3 610

1 173

2.25
D19 2.25

D16 10 300 1.56

2.25
6 530
8 000

C4
C5

D19
D19

（10.5m当り）

kg

kg

アーチ部鉄筋質量表

C1
C2

C3

H1

長さ 本数 単位質量 1本当り質量

H2

記号 径 質量 摘要

kg

（10.5m当り）

kg

kg

SD345
SD345

SD345
SD345

※鉄筋はSD345、コンクリートはσck=24N/mm を使用する。2

DⅢa(H)-B  断面

側　面　図

平　面　図

R1
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R2=11500

R4
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"
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19'
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2
9
°
4
9
'2
0"
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85
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7
5
5

83
6

1158

4703

30@300=9000

15@300=4
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203
97

600

33
5 10
6
10
6 18
4

3
00

2
46

6
0
0

5
4

1
0
1 1
9
9

ア
ー

チ
部

イ
ン
バ

ー
ト
部

1
0
0

1
0
0

4
8
@
2
0
0
=9
6
00

1
0
50
0

5750 5750 350350

r1
=5
85
6

r2=11606

r
3
=
1
7
80
6

66
5

665

6
6
5

665

SL

80
00

8000

6100

a
4×1.6oa4・ τ

φ=31.25φ≒35φ 　∴35×D19＝665mm= ・φ=
σsa 200

          ：　重ね継手長（5φ単位に切り上げ）

          ：　鉄筋の重ね継手長を算出する際の許容応力度（SD345）=200N/mm2

          ：　コンクリートの許容付着応力度　σck=24N/mm2　=1.6N/mm2

          ：　鉄筋の直径（mm）

     異形鉄筋はSD345とする。

a

τoa

σsa

φ

（ 　　　　　　）

本体部継手長(アーチ部,インバート部)

（終点側　10.5m）

1
0
0

坑
門
工

7
0
0

1
0
0

1
5
0

坑門工
700100

48@200=9600100

10500

10300

700

150 100100

H1D16

5
0
0

2
7
12

5
7
50

3
5
0C2D19

C1D19
C3D19

C4D19
C5D19

H2D16

H173-D16×10300

665

6526 8000

位　置　図

13.0m
明り巻

54.0m
DⅢa(H)-B

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m
ST
A.
79
6+
74.

0

起
点
側坑

口

ST
A.
82
1+
32.

0

終
点
側坑

口

4@10.5
=42.0m

35.3m
DⅢa(H)-B

0.7m
坑門工

10.5m2@6.0
=12.0m

4.5m 2@10.5
=21.0m

200
150

1
5
0

2
0
0

H241-D16×10300

鉄筋控除区間

4
6
6

3
3

3
3

1891 2432
鉄筋控除区間

1891 2432

控除鉄筋

補強鉄筋
D1D19×2230

補強鉄筋
D2D19×2230

補強鉄筋
D3D19×1330

補強鉄筋
D3D19×1330

補強鉄筋
D4D19×3240

補強鉄筋
D5 D19×2100

控除鉄筋

D19

6 5.02 30

113

2.25
7 5.02 352.25

2 230
2 230

D1 D19
D19

長さ 本数 単位質量 1本当り質量記号 径 質量 摘要
（1箇所当り）

kgSD345

D2

D3
D4

D5

8 2.99 242.251 330D19

2 7.29 152.253 240D19
2 4.73 92.252 100D19

補強鉄筋
D1D19×2230

D16-D19×2230

2230

D4 2-D19×3240

3238

インバート部補強鉄筋質量表

追加補強鉄筋 

C4 6-D19×450 C5 6-D19×1120

1115450

控除鉄筋 

1927
C5 1-D19×1930

1
1
00

6 1.01 62.25

1 4.34 42.25

450

1 930

C4 D19

D19

長さ 本数 単位質量 1本当り質量記号 径 質量 摘要
（1箇所当り）

C4
C5

H2

H2

6 2.52 152.251 120D19

3 1.72 51.561 100D16
6 0.73 41.56470D16

インバート部控除鉄筋質量表

C5 D19×1930
控除鉄筋
C4D19×450

C5D19×1120

控除鉄筋

C4 D19×1930

控除鉄筋

C5 1 4.34 42.251 930D19

C4 

合  計

D19

38
D16

29

9
kg

kg

kg

SD345
SD345

C5 D19×1930
C5 D19×1930

3
00

/26　 95
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130 400 31000 130400

非常駐車帯中心

①STA.
802+

66.0

100 400 31000 400 100

32000
CⅡ-L(H)-B (R)

32060
CⅡ-L(H)-B (L)

②STA.803+47.0

非常駐車帯中心
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CⅡ-B-S1 断面
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非常駐車帯中心
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CⅡ-L(H)-B (R) 断面
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非常駐車帯中心
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位　置　図

黒森山トンネル(Ⅱ期線)上り線  L=2458.000ｍ

673.000 748.000 759.000 278.000

進行方向1
8
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6
1
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4
0
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1
3
0

8
4
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4
@
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4
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ロックボルト
L=4000

1050 1050

1050 1050

1053 1053

1061 1061

1095 1095

吹付けコンクリート
t=130

覆工コンクリート
t=400

R2=11500

トンネル中心道路中心

5
0
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4
@
1
6
0
0
=6
4
00

10501050

10501050

10531053

10611061

10951095

CⅡ-L(H)-B (L) 断面

吹付けコンクリート
t=100

覆工コンクリート
t=400

ロックボルト
L=4000

名　　称 形状寸法 規　　格 単位
CⅡ-L(H)-B (L)

摘　　要

ロックボルト L=4000 耐力290KN以上 本 5 全面定着式(普通セメントモルタル)

座　金 150*150*9 SS400 枚 5

ナット 個 5

吹付けコンクリート t=130 m 19.644

(1ケ所当り)

JIS B 1186M24

36N/mm 以上

吹付け・ロックボルト材料表

22

数    量

①非常駐車帯中心
STA.802+66.0

592.000 698.000 809.000 359.000

起点側坑口
STA.796+

74.0

終点側坑口
STA.821+

32.0

③STA.
809+

64.0

⑤STA.
817+

73.0

平　面　図

S=1:250非 常 駐 車 帯 一 般 図

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常駐車帯一般図

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:250

名　　称 形状寸法 規　　格 単位
CⅡ-L(H)-B (R)

摘　　要

ロックボルト L=4000 耐力290KN以上 本 5 全面定着式(普通セメントモルタル)

座　金 150*150*9 SS400 枚 5

ナット 個 5

吹付けコンクリート t=100 m 19.644

(1ケ所当り)

JIS B 1186M24

36N/mm 以上

吹付け・ロックボルト材料表

22

数    量

45°

避難連絡坑中心

①STA.
803+

44.3

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

/

/

③非常駐車帯中心
STA.809+64.0

⑤非常駐車帯中心
STA.817+73.0

避難連絡坑中心

①STA.
803+

44.3 避難連絡坑中心

②STA.
810+

92.5 避難連絡坑中心

③STA.
818+

52.4

②非常駐車帯中心
STA.803+47.0

④非常駐車帯中心
STA.810+95.0

⑥非常駐車帯中心
STA.818+54.0

②STA.
810+

92.5

③STA.
818+

52.4

④STA.810+95.0
⑥STA.818+54.0
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S=1:2501 - 1 断面

名　　　　称

Ｈ  　形　  鋼

合　　　　　　　計

下り線鋼アーチ支保工撤去数量表

形　状　寸　法

L=2639

単 位

kg

数 量

2

258.0 kg

70.197

単 位 質 量

140.4

質　　量 摘　　　　要

26.600kg/m

プ   レ   ー   ト

補強ロックボルト

名　　　　称 形　状　寸　法

L=4000　

PL-200x22x6104

数 量単 位

本

kg

5

1 210.832

－

210.8

－

摘　　　　要

 34.540kg/m

上り線補強工材料表

kg 4底         板 PL-170×250×9 3.003 12.0 70.650kg/m2

単 位 質 量 質　　量

撤去ロックボルト L=4000　 本 5 － －

Ｈ  　形　  鋼 2kg 105.652.801L=1985HH-108x104x10x12 26.600kg/m

－ －

HH-108x104x10x12

耐力290KN以上

避難連絡坑 標準断面図 S=1:125

STA.796+
83.0

起点側坑口

STA.821+
52.0

①避難連絡坑中心

STA.
803+

62.5
5

進行方向

位　置　図

終点側坑口

黒森山トンネル(下り線)　L=2469.000

黒森山トンネル(上り線)  L=2458.000ｍ

進行方向

679.550

起点側坑口 終点側坑口

670.300

740.400

STA.796+74.0

①避難連絡坑中心
STA.803+44.3

748.200

STA.821+32.0

750.000 299.050

759.900 279.600

車道避難連絡坑

Ⅰ期線(下り線)
①

トンネル中心 道路中心

S.L

非常駐車帯中心

2905

1
2
50

2
0
0

2
0
0
7
0

2
3
50

LEVEL

CⅡ-L(H)-B(R) 断面
Ⅱ期線(上り線)

STA.803+44.3
PH=262.617

①

110

非常駐車帯中心

道路中心 トンネル中心

S.L

5640

31615

1.627%

S.L

6250

LEVEL

道路中心

STA.80
3+62.5

5 道路中心

STA.80
3+44.3

B

B

2
0
0

C

B-B 断面

2
3
50

4
0
70

1
4
50

702002350235020070

5240

100 5
0

1
2
50

7
0

2
0
0

C

SL

L

100

5
0

R1=2350

70

t=70

吹付けコンクリート

覆工コンクリート

t=200

200

ロックボルト

撤去ロックボルト

補強ロックボルト

(L=4000)

鋼アーチ支保工撤去

補強ロックボルト

P.H

(PL-200x22x6104)
補強プレート

(HH-108×104×10×12)

(L=4000)
ロックボルト

(L=3000)
撤去ロックボルト 底板撤去

(PL-170×250×9)

S.L

A-A 断面

避難連絡坑取合い部撤去・補強工図

1

1

2

2

3

3

S=1:250避 難 連 絡 坑 一 般 図 (1)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

避難連絡坑一般図(1)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

図示

A

A

(L=3000)
ロックボルト

(L=4000)
撤去ロックボルト

撤去ロックボルト撤去ロックボルト L=3000　 本 10 － －

Ⅱ期線施工区間　
L=9155

制御爆破区間　
L=9155

CⅡ-B-S1
L=8655

耐力290KN以上

耐力290KN以上

鏡吹付けコンクリート

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

/

/

t=50
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S=1:2502 - 2 断面

避難連絡坑 標準断面図 S=1:125

2
0
0

C

B-B 断面

2
3
50

4
0
70

1
4
50

702002350235020070

5240

100 5
0

1
2
50

7
0

2
0
0

C

SL

L

100

5
0

R1=2350

70

t=70

吹付けコンクリート

覆工コンクリート

t=200

200

Ⅰ期線(下り線)
②

トンネル中心 道路中心

S.L

非常駐車帯中心

LEVEL

CⅡ-L(H)-B(R) 断面
Ⅱ期線(上り線)

STA.810+92.5
PH=259.114

②

1000

110

非常駐車帯中心

道路中心 トンネル中心

S.L

5640

34010

3.334%

6250

LEVEL

S.L

5300

1
2
50

2
0
0

2
0
0
7
0

2
3
50

道路中心

STA.81
1+2.95

道路中心

STA.81
0+92.5B

B

A-A 断面

避難連絡坑取合い部撤去・補強工図

S=1:250避 難 連 絡 坑 一 般 図 (2)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

避難連絡坑一般図(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

図示

A

A

名　　　　称

Ｈ  　形　  鋼

合　　　　　　　計

下り線鋼アーチ支保工撤去数量表

形　状　寸　法

L=2639

単 位

kg

数 量

2

258.0 kg

70.197

単 位 質 量

140.4

質　　量 摘　　　　要

26.600kg/m

プ   レ   ー   ト

補強ロックボルト

名　　　　称 形　状　寸　法

L=4000　

PL-200x22x6104

数 量単 位

本

kg

5

1 210.832

－

210.8

－

摘　　　　要

 34.540kg/m

上り線補強工材料表

kg 4底         板 PL-170×250×9 3.003 12.0 70.650kg/m2

単 位 質 量 質　　量

撤去ロックボルト L=4000　 本 5 － －

Ｈ  　形　  鋼 2kg 105.652.801L=1985HH-108x104x10x12 26.600kg/m

－ －

HH-108x104x10x12

耐力290KN以上

ロックボルト

撤去ロックボルト

補強ロックボルト

(L=4000)

鋼アーチ支保工撤去

補強ロックボルト

P.H

(PL-200x22x6104)
補強プレート

(HH-108×104×10×12)

(L=4000)
ロックボルト

(L=3000)
撤去ロックボルト 底板撤去

(PL-170×250×9)

S.L

(L=3000)
ロックボルト

(L=4000)
撤去ロックボルト

撤去ロックボルト撤去ロックボルト L=3000　 本 10 － －

Ⅱ期線施工区間　
L=11550

制御爆破区間　
L=11550

CⅡ-B-S1
L=11050

STA.796+
83.0

起点側坑口

STA.821+
52.0

進行方向

位　置　図

終点側坑口

黒森山トンネル(下り線)　L=2469.000

黒森山トンネル(上り線)  L=2458.000ｍ

進行方向

679.550

起点側坑口 終点側坑口

670.300

STA.
811+

2.95②避難連絡坑中心

740.400

STA.796+74.0

748.200

②避難連絡坑中心
STA.810+92.5

STA.821+32.0

750.000 299.050

759.900 279.600

車道避難連絡坑

1

1

2

2

3

3
耐力290KN以上

耐力290KN以上

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

/

/

鏡吹付けコンクリート
t=50
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S=1:2503 - 3 断面

避難連絡坑 標準断面図 S=1:125
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0
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C

B-B 断面

2
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1
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50
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5240
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1
2
50
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0
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0
0

C

SL

L

100

5
0

R1=2350

70

t=70

吹付けコンクリート

覆工コンクリート

t=200

200

Ⅰ期線(下り線)
③

トンネル中心 道路中心

S.L

非常駐車帯中心

LEVEL

CⅡ-L(H)-B(R) 断面
Ⅱ期線(上り線)

STA.818+52.4
PH=252.299

③

1000

110

非常駐車帯中心

道路中心 トンネル中心

S.L

5640

33583

4873 6250

0.509%

LEVEL

道路中心

STA.81
8+52.9

5 道路中心

STA.81
8+52.4

1
2
50

2
0
0

2
0
0
7
0

2
3
50

S.L

S=1:250避 難 連 絡 坑 一 般 図 (3)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

避難連絡坑一般図(3)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

図示

B

B

A

A

A-A 断面

避難連絡坑取合い部撤去・補強工図

ロックボルト

撤去ロックボルト

補強ロックボルト

(L=4000)

鋼アーチ支保工撤去

補強ロックボルト

P.H

(PL-200x22x6104)
補強プレート

(HH-108×104×10×12)

(L=4000)
ロックボルト

(L=3000)
撤去ロックボルト 底板撤去

(PL-170×250×9)

S.L

(L=3000)
ロックボルト

(L=4000)
撤去ロックボルト

名　　　　称

Ｈ  　形　  鋼

合　　　　　　　計

下り線鋼アーチ支保工撤去数量表

形　状　寸　法

L=2648

単 位

kg

数 量

2

259.0 kg

70.437

単 位 質 量

140.9

質　　量 摘　　　　要

26.600kg/m

プ   レ   ー   ト

補強ロックボルト

名　　　　称 形　状　寸　法

L=4000　

PL-200x22x6104

数 量単 位

本

kg

5

1 210.832

－

210.8

－

摘　　　　要

 34.540kg/m

上り線補強工材料表

kg 4底         板 PL-170×250×9 3.003 12.0 70.650kg/m2

単 位 質 量 質　　量

撤去ロックボルト L=4000　 本 5 － －

Ｈ  　形　  鋼 2kg 106.153.040L=1994HH-108x104x10x12 26.600kg/m

－ －

HH-108x104x10x12

耐力290KN以上

撤去ロックボルト撤去ロックボルト L=3000　 本 10 － －

制御爆破区間　
L=11123

Ⅱ期線施工区間　
L=11123

CⅡ-B-S1
L=10623

STA.796+
83.0

起点側坑口

STA.821+
52.0

進行方向

位　置　図

終点側坑口

黒森山トンネル(下り線)　L=2469.000

黒森山トンネル(上り線)  L=2458.000ｍ

進行方向

679.550

起点側坑口 終点側坑口

670.300

STA.
818+

52.9
5③避難連絡坑中心

740.400

STA.796+74.0

748.200

③避難連絡坑中心
STA.818+52.4

STA.821+32.0

750.000 299.050

759.900 279.600

車道避難連絡坑

1

1

2

2

3

3
耐力290KN以上

耐力290KN以上

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

/

/

鏡吹付けコンクリート
t=50
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STA.796+74.0

正 面 図 縦　断　図

DL=270
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継目工(Ⅰ,Ⅲ型)-B
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S=1:250起 点 側 坑 門 工 一 般 図 (1)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

起点側坑門工一般図(1)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社
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磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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トンネル接続部 S=1:50

アーチ部
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坑門工　 DⅢa(H)断面

継目工(Ⅰ型)-B詳細図

内空側(Ⅰ型)
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鉄筋SD345 D13

@300 VP40(ｷｬｯﾌﾟ付)

継目工(Ⅲ型)-B詳細図

（Ⅲ型）

2
　Ⅰ型 t=20

B=200 m

m目　地　材

止水板　A

形状寸法名　　　　称

（1ヶ所当り）継目工(Ⅰ型,Ⅲ型)-B 材料表
単位 数　量 摘　　　要

トンネル

2

　Ⅲ型
t=20

B=200 m

m目　地　材

止水板　A

　　　　SD345 D13kg

　D29ｼﾞｮｲﾝﾄﾊﾞｰ

鉄　　　筋

kg

接続部

撤去目地材 2t=20 m

38@300

L=11.400×3本

DL=270

DL=260

DL=270

DL=260

DL=270

DL=260

2
　Ⅰ型 t=20

B=200 m

m目　地　材

止水板　A

形状寸法名　　　　称

（1ヶ所当り）継目工(Ⅰ型,Ⅲ型)-A 材料表
単位 数　量 摘　　　要

トンネル

2

　Ⅲ型
t=20

B=200 m

m目　地　材

止水板　A

　　　　SD345 D13kg

　D29ｼﾞｮｲﾝﾄﾊﾞｰ

鉄　　　筋

kg

接続部

撤去目地材 2t=20 m

38@300

L=11.400×3本

アーチ部

3
0
0

3
0
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止水板 A 200

20

6
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3
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3
0
0

6
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0

坑門工　

樹脂系目地材

継目工(Ⅰ型)-A詳細図

内空側(Ⅰ型)
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坑門工　
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樹脂系目地材

さや管塩ビパイプジョイントバー D29

鉄筋SD345 D13

@300 VP40(ｷｬｯﾌﾟ付)

継目工(Ⅲ型)-A詳細図

（Ⅲ型）

坑門工　

トンネル接続部 S=1:50

地下排水工詳細図 S=1:50

Du-P(Dp)φ0.15・0.50・0.50

φ
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フィルター材
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5
0
0

有孔管(高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管)
φ150

26

内空側

内空側

S=1:250起 点 側 坑 門 工 一 般 図 (2)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

起点側坑門工一般図(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

図示
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S=1:125終 点 側 坑 門 工 配 筋 図 (2)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

終点側坑門工配筋図(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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S=1:125終 点 側 坑 門 工 配 筋 図 (3)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

終点側坑門工配筋図(3)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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S=1:125終 点 側 坑 門 工 配 筋 図 (4)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

終点側坑門工配筋図(4)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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終 点 側 坑 門 工 配 筋 図 (5)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

終点側坑門工配筋図(5)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

-

4575
〃 5211

5364
5475
5539
5545
5739
5969
6231
6375
6445
6534
6849
6881
6915
7152
7345
7932
8245
6333

 19 - D22 × 6340

2255
2449
2659
2886
3060
3130
3393
3674
3977
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 25 - D29 × 5580
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1676
1699
1712
1734
1764
1788
1833
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2448
2636
2850
3095
3377
2080

 20 - D22 × 2080
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9776
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4505

 49 - D16 × 4510

1862
2175
2487
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3112
3425
3737
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3157

 10 - D19 × 3710

1862
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2487
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3112
3425
3737
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3157

 10 - D16 × 3620
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1433
1721
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2297
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 24 - D16 × 2310
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6340 19 3.04 19.3  367
5580 25 5.04 28.1  703
4780 13 3.04 14.5  189
1670 7 5.04 8.42 59
2080 20 3.04 6.32 126
1770 20 5.04 8.92 178
6380 19 1.56 9.95 189
9460 12 1.56 14.8  178
3070 20 2.25 6.91 138
4780 13 1.56 7.46 97

7800 14 1.56 12.2  171
3850 20 3.04 11.7  234
3820 21 5.04 19.3  405
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7560 18 1.56 11.8  212
4510 49 1.56 7.04 345

3710 10 2.25 8.35 84
3620 10 1.56 5.65 57
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10790 2 1.56 16.8 34
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8000 2 2.25 18.0  36
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1960 53 5.04  9.88 524
5530 53 3.04 16.8 890
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4450 2 1.56 6.94 14
5770 2 1.56 9.00 18

650 10 0.995 0.647 6
620 12 0.995 0.617 7
490 12 0.995 0.488 6
3020 9 2.25 6.80 61

D29 4267 kg
D22 2693 kg
D19  385 kg
D16 1641 kg
D13  195 kg
計 9181 kg

鉄　筋　表

※鉄筋はSD345、コンクリートはσck=30N/mm を使用する。2

L L L L

L

L

L

L

L

L

L L L

L

L

L

L

L

L

4
8
0

5
7
0

番号 径 本数 Ｌ

H
 2

1 D22 1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
19

H
 3

H
 4

番号 径 本数 Ｌ

番号 径 本数 Ｌ

1 D29 1
〃2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
25

20 〃

〃
1 D22 1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
13

H
 5

H
 6

H
 7

番号 径 本数 Ｌ

〃
1 D29 1
2
3
4
5
6
7

平均

〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
7

番号 径 本数 Ｌ

番号 径 本数 Ｌ

〃
1 D22 1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
20

1 D29 1
〃2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
20

H
 8

H
 9

H
10

番号 径 本数 Ｌ

番号 径 本数 Ｌ

番号 径 本数 Ｌ

〃
1 D16 1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
19

〃
1 D16 1
2
3
4
5
6
7

平均

〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
3
4
12

1 D19 1
〃2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
20

20 〃

H

V
 1

11

V
 2

番号 径 本数 Ｌ

番号 径 本数 Ｌ

番号 径 本数 Ｌ

〃
1 D16 1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
13

〃
1 D16 1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

14

13
14
平均

〃
〃

1
1

1 D22 1
〃2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
20

20 〃

V
 3

V
 4

V
 5

番号 径 本数 Ｌ

番号 径 本数 Ｌ

番号 径 本数 Ｌ

1 D29 1
〃2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

21

20 〃
21 〃 1

〃
1 D22 1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
12

1 D16 1
〃2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
18

V
 6

SH
 1

SH
 2

SV
 1

番号 径 本数 Ｌ 番号 径 本数 Ｌ

番号 径 本数 Ｌ

番号 径 本数 Ｌ

1 D16 1
〃2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

2

2

1
2
2
1
1
1

20 〃
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

2
2

2

2

2
2

2

2

2
2

2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
49

1 D16 2
〃2

3
4
5
6
7
8
9
10
平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

2

2

2
2

2

2

2
2

6
24

〃
1 D19 1
2
3
4
5
6
7
8

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
3
10

〃
1 D16 1
2
3
4
5
6
7
8

平均

〃
〃
〃
〃
〃
〃

1
1
1
1
1
1
3
10

記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

H  2
H  3
H  4
H  5
H  6
H  7
H  8
H  9
H 10
H 11

D22
D29
D22
D29
D22
D29
D16
D16
D19
D16

V  1

V  6

V  2
V  3
V  4
V  5

D16
D22
D29
D22
D16
D16

SH 1
SH 2

SV 1

D19
D16

D16

W  1
W  2
W  3
W  4
W  5

C  1
C  2
C  3

D16
D16
D16
D16
D16

D19

D13

D19
D19

P  1
P  2
P  3
P  4

P 10

P  5
P  6
P  7
P  8
P  9

D13
D13
D22
D29
D22
D29
D22
D29
D16

SW 1 D16
SW 2 D16

SP 1 D13
D13
D13
D19

SP 2
SP 3
SP 4

/

/

49　 95



DL=250.000

   260.000

   270.000

   280.000

+
74
.0
00

S
TA
.7
97

S
TA
.7
96

+
80
.0
00

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.7
98

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.7
99

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
00

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
01

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
02

+
20
.0
00

+
40
.0
00

起
点
側坑

口

ST
A.
79
6+7

4

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

13.0
明り巻工

54.0
DⅢa(H)-B

126.0
DⅠ-b(H)-B

133.0
CⅠ-a-i(H)-B

249.970
CⅡ-b-i(H)-B

4
3
25

4
3
25

5
7
50

5
7
50

1
1
0

ト
ン
ネ

ル
中
心

道
路

中
心

トンネル延長

断面区分

横断排水管間隔

側溝集水桝間隔

裏面排水工

平　面　図 V=1:250,H=1:2500

縦断勾配

左側側溝敷高

右側側溝敷高

中央排水管敷高

計 画 高

追加距離

単 距 離

測　　点

横断勾配

縦 断 図 V=1:750,H=1:2500

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
03

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

32.060
CⅡ-L(H)-B(L)

48.970 584.97032.0
CⅡ-L(H)-B(R)

排 水 系 統 図 (1)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

排水系統図(1)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

図示

0.30
0%

L=66
0.00

0m

B
C
.3

 
0.
0
00

 
6.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

 
4.
0
03

2
0.
0
00

2
0.
0
00

1
5.
9
97

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

 
  
0.
0
00

 
  
6.
0
00

 
 2
6.
0
00

 
 4
6.
0
00

 
 6
6.
0
00

 
 8
6.
0
00

 
10
6.
0
00

 
12
6.
0
00

 
14
6.
0
00

 
16
6.
0
00

 
18
6.
0
00

 
20
6.
0
00

 
22
6.
0
00

 
24
6.
0
00

 
26
6.
0
00

 
28
6.
0
00

 
30
6.
0
00

 
32
6.
0
00

 
34
6.
0
00

 
36
6.
0
00

 
38
6.
0
00

 
40
1.
9
97

 
40
6.
0
00

 
42
6.
0
00

 
44
6.
0
00

 
46
6.
0
00

 
48
6.
0
00

 
50
6.
0
00

 
52
6.
0
00

 
54
6.
0
00

 
56
6.
0
00

 
58
6.
0
00

 
60
6.
0
00

 
62
6.
0
00

 
64
6.
0
00

 
66
6.
0
00

 
68
6.
0
00

 
70
6.
0
00

1/313

1/3132
.0
0
0%

2
.0
0
0%

S
T
A8
0
0+
5
0.
0
00

0
.0
0
0%

S
T
A8
0
0+
7
5.
0
00

S
T
A8
0
1+
 
0.
0
00

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
59
.2
14

2
59
.2
43

2
59
.3
33

2
59
.4
15

2
59
.4
88

2
59
.5
52

2
59
.6
12

2
59
.6
72

2
59
.9
72

2
59
.9
12

2
59
.8
52

2
59
.7
92

2
59
.7
32

2
60
.0
32

2
60
.0
92

2
60
.1
52

2
60
.2
12

2
60
.2
72

2
60
.3
32

2
60
.3
92

2
60
.4
52

2
60
.5
00

2
60
.5
12

2
60
.5
72

2
60
.6
32

2
60
.6
92

2
60
.7
52

2
60
.8
12

2
60
.8
72

2
60
.9
32

2
60
.9
92

2
61
.0
52

2
61
.1
12

2
61
.1
72

2
61
.2
32

2
61
.2
92

2
61
.3
52

2
61
.4
12

2
60
.1
10

2
60
.1
39

2
60
.2
29

2
60
.3
11

2
60
.3
84

2
60
.4
48

2
60
.5
08

2
60
.5
68

2
60
.6
28

2
60
.6
88

2
60
.7
48

2
60
.8
08

2
60
.8
68

2
60
.9
28

2
60
.9
88

2
61
.0
48

2
61
.1
08

2
61
.1
68

2
61
.2
28

2
61
.2
88

2
61
.3
83

2
61
.4
80

2
61
.4
78

2
61
.6
41

2
61
.7
01

2
61
.7
61

2
61
.8
21

2
61
.8
81

2
61
.9
41

2
62
.0
01

2
62
.0
61

2
62
.1
21

2
62
.2
41

2
62
.3
01

2
62
.3
61

2
62
.4
21

2
62
.4
81

2
62
.1
81

2
60
.2
83

2
60
.7
98

2
60
.8
88

2
60
.9
70

2
61
.0
41

2
60
.9
81

2
60
.9
21

2
60
.8
61

2
60
.8
01

2
60
.7
41

2
60
.6
81

2
60
.6
21

2
60
.5
57

2
61
.1
01

2
61
.1
61

2
61
.2
21

2
61
.2
81

2
61
.3
41

2
61
.4
01

2
61
.4
61

2
61
.4
87

2
61
.4
86

2
61
.5
12

2
61
.4
68

2
61
.5
28

2
61
.5
88

2
61
.6
48

2
61
.7
08

2
61
.7
68

2
61
.8
28

2
61
.8
88

2
61
.9
49

2
62
.0
09

2
62
.0
68

2
62
.1
28

2
62
.1
88

2
62
.2
48

2
62
.3
08

計画高中央排水管敷高 右側側溝敷高

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

S
TA
.8
04

2
0.
0
00

 
72
6.
0
00

2
61
.4
72

2
62
.5
41

2
62
.3
68

左側側溝敷高

インバート

起
点
側坑

口

ST
A.
79
6+7

4

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

2
60
.5
55

2
60
.6
45

2
60
.7
27

2
60
.8
00

2
60
.8
64

2
60
.9
24

2
60
.9
84

2
61
.0
44

2
61
.1
04

2
61
.1
64

2
61
.2
24

2
61
.2
84

2
61
.3
44

2
61
.4
04

2
61
.4
64

2
61
.5
24

2
61
.5
84

2
61
.6
44

2
61
.7
04

2
61
.7
64

2
61
.8
12

2
61
.8
24

2
61
.8
84

2
61
.9
44

2
62
.0
04

2
62
.0
64

2
62
.1
24

2
62
.1
84

2
62
.2
44

2
62
.3
04

2
62
.3
64

2
62
.4
24

2
62
.4
84

2
62
.5
44

2
62
.6
04

2
62
.6
64

2
62
.7
24

2
62
.7
84

2
60
.5
26

13.0 2444.300

14.0 47@50.000=2350.000

37.250 46@50.000=2300.000

46.500

48.250

裏面排水工

左側側溝

右側側溝

中央排水管

横断排水管

側溝集水桝

CⅡ-b-i(H)-B CⅡ-b-i(H)-B

/

/

50　 95

mailto:47@50.000
mailto:46@50.000


DL=250.000

   260.000

   270.000

   280.000

S
TA
.8
03

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
04

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
05

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
06

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
07

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
08

+
20
.0
00

+
40
.0
00

4
3
25

4
3
25

5
7
50

5
7
50

1
1
0

ト
ン
ネ

ル
中
心

道
路

中
心

トンネル延長

断面区分

横断排水管間隔

側溝集水桝間隔

裏面排水工

平　面　図 V=1:250,H=1:2500

縦断勾配

左側側溝敷高

右側側溝敷高

中央排水管敷高

計 画 高

追加距離

単 距 離

測　　点

横断勾配

縦 断 図 V=1:750,H=1:2500

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
09

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
10

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

584.970
CⅡ-b-i(H)-B

32.0
CⅡ-L(H)-B(R)

32.060
CⅡ-L(H)-B(L)

10.970
CⅡ-b-i(H)-B

30.0
CⅡ-b-i(H)-B

58.0
DⅠ-b(H)-B

排 水 系 統 図 (2)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

排水系統図(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

図示

2
63
.2
94

0.30
0%

L=66
0.00

0m
0.800%L=966.300m

+
70
.0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

1
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

1
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

 
66
6.
0
00

 
68
6.
0
00

 
70
6.
0
00

 
72
6.
0
00

 
74
6.
0
00

 
76
6.
0
00

 
78
6.
0
00

 
80
6.
0
00

 
82
6.
0
00

 
84
6.
0
00

 
86
6.
0
00

 
88
6.
0
00

 
90
6.
0
00

 
89
6.
0
00

 
92
6.
0
00

 
94
6.
0
00

 
96
6.
0
00

 
98
6.
0
00

1
00
6.
0
00

1
02
6.
0
00

1
04
6.
0
00

1
06
6.
0
00

1
08
6.
0
00

1
10
6.
0
00

1
12
6.
0
00

1
14
6.
0
00

1
16
6.
0
00

1
18
6.
0
00

1
20
6.
0
00

1
22
6.
0
00

1
24
6.
0
00

1
26
6.
0
00

1
28
6.
0
00

1
30
6.
0
00

1
32
6.
0
00

1
34
6.
0
00

1
36
6.
0
00

1
38
6.
0
00

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
61
.2
92

2
61
.3
52

2
61
.4
12

2
61
.4
72

2
61
.5
32

2
61
.5
85

2
61
.6
23

2
61
.6
46

2
61
.6
55

2
61
.6
49

2
61
.6
28

2
61
.5
93

2
61
.5
70

2
61
.5
43

2
61
.4
78

2
61
.3
99

2
61
.3
05

2
61
.1
96

2
61
.0
73

2
60
.9
35

2
60
.7
82

2
60
.6
22

2
60
.4
62

2
60
.3
02

2
60
.1
42

2
59
.9
82

2
59
.8
22

2
59
.6
62

2
59
.5
02

2
59
.3
42

2
59
.1
82

2
59
.0
22

2
58
.8
62

2
58
.7
02

2
58
.5
42

2
58
.3
82

2
58
.2
22

2
58
.0
62

2
62
.3
61

2
62
.4
21

2
62
.4
81

2
62
.5
41

2
62
.6
01

2
62
.6
54

2
62
.6
92

2
62
.7
15

2
62
.7
24

2
62
.7
18

2
62
.6
97

2
62
.6
62

2
62
.6
39

2
62
.6
12

2
62
.5
47

2
62
.4
68

2
62
.3
74

2
62
.2
65

2
62
.1
42

2
62
.0
04

2
61
.8
51

2
61
.6
91

2
61
.5
31

2
61
.3
71

2
61
.2
11

2
61
.0
51

2
60
.8
91

2
60
.7
31

2
60
.5
71

2
60
.4
11

2
60
.2
51

2
60
.0
91

2
59
.9
31

2
59
.7
71

2
59
.6
11

2
59
.4
51

2
59
.2
91

2
59
.1
31

2
62
.5
19

2
62
.5
42

2
62
.5
51

2
62
.5
45

2
62
.5
24

2
62
.4
89

2
62
.4
66

2
62
.4
39

2
62
.3
74

2
62
.2
95

2
62
.2
01

2
62
.0
92

2
62
.1
88

2
62
.2
48

2
62
.3
08

2
62
.3
68

2
62
.4
28

2
62
.4
81

2
61
.9
69

2
61
.8
31

2
61
.6
78

2
61
.5
18

2
61
.3
58

2
61
.1
98

2
61
.0
38

2
60
.8
78

2
60
.7
18

2
60
.5
58

2
60
.3
98

2
60
.2
38

2
60
.0
78

2
59
.9
18

2
59
.7
59

2
59
.5
99

2
59
.4
38

2
59
.2
78

2
59
.1
18

2
58
.9
58

計画高中央排水管敷高 右側側溝敷高 左側側溝敷高

インバート

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

2
62
.6
04

2
62
.6
64

2
62
.7
24

2
62
.7
84

2
62
.8
44

2
62
.8
97

2
62
.9
35

2
62
.9
58

2
62
.9
67

2
62
.9
61

2
62
.9
40

2
62
.9
05

2
62
.8
82

2
62
.8
55

2
62
.7
90

2
62
.7
11

2
62
.6
17

2
62
.5
08

2
62
.3
85

2
62
.2
47

2
62
.0
94

2
61
.9
34

2
61
.7
74

2
61
.6
14

2
61
.4
54

2
61
.2
94

2
61
.1
34

2
60
.9
74

2
60
.8
14

2
60
.6
54

2
60
.4
94

2
60
.3
34

2
60
.1
74

2
60
.0
14

2
59
.8
54

2
59
.6
94

2
59
.5
34

2
59
.3
74

2444.300

47@50.000=2350.000

46@50.000=2300.000

裏面排水工

左側側溝

右側側溝

中央排水管

横断排水管

側溝集水桝

/

/

51　 95

mailto:47@50.000
mailto:46@50.000


DL=240.000

   260.000

   270.000

S
TA
.8
10

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
11

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
12

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
13

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
14

+
20
.0
00

+
40
.0
00

4
3
25

4
3
25

5
7
50

5
7
50

1
1
0

ト
ン
ネ

ル
中
心

道
路

中
心

トンネル延長

断面区分

横断排水管間隔

側溝集水桝間隔

裏面排水工

平　面　図 V=1:250,H=1:2500

縦断勾配

左側側溝敷高

右側側溝敷高

中央排水管敷高

計 画 高

追加距離

単 距 離

測　　点

横断勾配

縦 断 図 V=1:750,H=1:2500

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
15

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
16

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
17

+
20
.0
00

+
40
.0
00

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

30.0
CⅡ-b-i(H)-B

32.0
CⅡ-L(H)-B(R)

58.0
DⅠ-b(H)-B

355.0
CⅡ-b-i(H)-B

62.0
CⅡ-b-i(H)-B

126.0
DⅠ-b(H)-B

58.0
DⅠ-b(H)-B

44.970
CⅡ-b-i(H)-B

排 水 系 統 図 (3)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

排水系統図(3)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

図示

0.800%L=966.300m

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

1
34
6.
0
00

1
36
6.
0
00

1
38
6.
0
00

1
40
6.
0
00

1
42
6.
0
00

1
44
6.
0
00

1
46
6.
0
00

1
48
6.
0
00

1
50
6.
0
00

1
52
6.
0
00

1
54
6.
0
00

1
56
6.
0
00

1
58
6.
0
00

1
60
6.
0
00

1
62
6.
0
00

1
64
6.
0
00

1
66
6.
0
00

1
68
6.
0
00

1
70
6.
0
00

1
72
6.
0
00

1
74
6.
0
00

1
76
6.
0
00

1
78
6.
0
00

1
80
6.
0
00

1
82
6.
0
00

1
84
6.
0
00

1
86
6.
0
00

1
88
6.
0
00

1
90
6.
0
00

1
92
6.
0
00

1
94
6.
0
00

1
96
6.
0
00

1
98
6.
0
00

2
00
6.
0
00

2
02
6.
0
00

2
04
6.
0
00

2
06
6.
0
00

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
58
.3
82

2
58
.2
22

2
58
.0
62

2
57
.9
02

2
57
.7
42

2
57
.5
82

2
57
.4
22

2
57
.2
62

2
57
.1
02

2
56
.9
42

2
56
.7
82

2
56
.6
22

2
56
.4
62

2
56
.3
02

2
56
.1
42

2
55
.9
82

2
55
.8
22

2
55
.6
62

2
55
.5
02

2
55
.3
42

2
55
.1
82

2
55
.0
22

2
54
.8
62

2
54
.7
02

2
54
.5
42

2
54
.3
82

2
54
.2
22

2
54
.0
62

2
53
.9
02

2
53
.7
42

2
53
.5
82

2
53
.4
22

2
53
.2
62

2
53
.1
02

2
52
.9
37

2
52
.7
52

2
52
.5
45

2
59
.4
51

2
59
.2
91

2
59
.1
31

2
58
.9
71

2
58
.8
11

2
58
.6
51

2
58
.4
91

2
58
.3
31

2
58
.1
71

2
58
.0
11

2
57
.8
51

2
57
.6
91

2
57
.5
31

2
57
.3
71

2
57
.2
11

2
57
.0
51

2
56
.8
91

2
56
.7
31

2
56
.5
71

2
56
.4
11

2
56
.2
51

2
56
.0
91

2
55
.9
31

2
55
.7
71

2
55
.6
11

2
55
.4
51

2
55
.2
91

2
55
.1
31

2
54
.9
71

2
54
.8
11

2
54
.6
51

2
54
.4
91

2
54
.3
31

2
54
.1
71

2
54
.0
06

2
53
.8
21

2
53
.6
14

2
59
.2
78

2
59
.1
18

2
58
.9
58

2
58
.7
98

2
58
.6
38

2
58
.4
78

2
58
.3
18

2
58
.1
58

2
57
.9
98

2
57
.8
38

2
57
.6
78

2
57
.5
18

2
57
.3
58

2
57
.1
98

2
57
.0
38

2
56
.8
78

2
56
.7
18

2
56
.5
58

2
56
.3
98

2
56
.2
38

2
56
.0
78

2
55
.9
18

2
55
.7
58

2
55
.5
98

2
55
.4
38

2
55
.2
78

2
55
.1
18

2
54
.9
58

2
54
.7
98

2
54
.6
38

2
54
.4
78

2
54
.3
18

2
54
.1
58

2
53
.9
98

2
53
.8
33

2
53
.6
48

2
53
.4
41

   250.000

計画高

中央排水管敷高 右側側溝敷高 左側側溝敷高

インバート

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

2
59
.6
94

2
59
.5
34

2
59
.3
74

2
59
.2
14

2
59
.0
54

2
58
.8
94

2
58
.7
34

2
58
.5
74

2
58
.4
14

2
58
.2
54

2
58
.0
94

2
57
.9
34

2
57
.7
74

2
57
.6
14

2
57
.4
54

2
57
.2
94

2
57
.1
34

2
56
.9
74

2
56
.8
14

2
56
.6
54

2
56
.4
94

2
56
.3
34

2
56
.1
74

2
56
.0
14

2
55
.8
54

2
55
.6
94

2
55
.5
34

2
55
.3
74

2
55
.2
14

2
55
.0
54

2
54
.8
94

2
54
.7
34

2
54
.5
74

2
54
.4
14

2
54
.2
49

2
54
.0
64

2
53
.8
57

2444.300

47@50.000=2350.000

46@50.000=2300.000

裏面排水工

左側側溝

右側側溝

中央排水管

横断排水管

側溝集水桝

/

/

52　 95

mailto:47@50.000
mailto:46@50.000


S
TA
.8
17

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
18

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
19

+
20
.0
00

+
40
.0
00

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
20

+
20
.0
00

+
40
.0
00

4
3
25

4
3
25

5
7
50

5
7
50

1
1
0

ト
ン
ネ

ル
中
心

道
路

中
心

トンネル延長

断面区分

横断排水管間隔

側溝集水桝間隔

裏面排水工

平　面　図 V=1:250,H=1:2500

縦断勾配

左側側溝敷高

右側側溝敷高

中央排水管敷高

追加距離

単 距 離

測　　点

横断勾配

縦 断 図

+
60
.0
00

+
80
.0
00

S
TA
.8
21

+
20
.0
00

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

58.0
DⅠ-b(H)-B

44.970
CⅡ-b-i(H)-B

32.060
CⅡ-L(H)-B(L)

48.970
CⅡ-b-i(H)-B

32.0
CⅡ-L(H)-B(R)

35.3
DⅢa(H)-B

206.0
CⅡ-b-i(H)-B

20.0
DⅠ-b(H)-B

終
点
側坑

口

ST
A.
82
1+3

2

R1
=5
75
0

43254325

110

1
3
12

トンネル中心道路中心

S.L

1
8
00 i%

中央排水工B
（有孔管）

横断排水工B
φ100（有孔管）

横断排水工C
φ100（無孔管）

裏面排水工A
φ75 （有孔管）

横断排水工B
φ100（有孔管）

横断排水工C
φ100（無孔管）

裏面排水工A
φ75 （有孔管）

標準断面図

43254325

110

1
3
12

トンネル中心道路中心

S.L

1
3
00

FH

中央排水管敷高
FH-1.312

左側側溝敷高
FH-0.243～0.416

右側側溝敷高
FH-0.243～0.416

43254325 2000

1000110

1
3
12

S.L

トンネル中心道路中心

非常駐車帯中心

LEVEL

1
3
00

FH

右側側溝敷高
FH-0.243～0.312

中央排水管敷高
FH-1.312

右側側溝敷高
FH-0.346～0.416

標準断面図

拡幅断面図

断　面　図 S=1:250

43254325 2000

1000110

1
3
121
8
00

S.L

R6
=7
35
0

R1
=5
75
0

トンネル中心道路中心

非常駐車帯中心

裏面排水工A
φ75 （有孔管）

横断排水工C
φ100（無孔管）

横断排水工B
φ100（有孔管）

横断排水工C
φ100（無孔管）

中央排水工B
（有孔管）

横断排水工B
φ100（有孔管）

拡幅断面図

LEVEL

敷　高 S=1:150

裏面排水工A
φ75 （有孔管）

排 水 系 統 図 (4)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

排水系統図(4)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

図示

0.800%L=966.300m 2
51
.9
64 4.000%L=494.560m

E
CB
C
.4

+
86
.3
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

1
3.
7
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

1
3.
1
07

 
6.
8
93

 
6.
3
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
0.
0
00

2
02
6.
0
00

2
04
6.
0
00

2
06
6.
0
00

2
08
6.
0
00

2
10
6.
0
00

2
12
6.
0
00

2
14
6.
0
00

2
16
6.
0
00

2
18
6.
0
00

2
19
9.
1
07

2
20
6.
0
00

2
22
6.
0
00

2
24
6.
0
00

2
26
6.
0
00

2
28
6.
0
00

2
30
6.
0
00

2
31
2.
3
00

2
32
6.
0
00

2
34
6.
0
00

2
36
6.
0
00

2
38
6.
0
00

2
40
6.
0
00

2
42
6.
0
00

2
44
6.
0
00

1/313

1/313

S
T
A8
1
8+
5
0.
0
00

0
.0
0
0%

S
T
A8
1
8+
7
5.
0
00

S
T
A8
1
9+
 
0.
0
00

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
.0
0
0%

2
52
.9
37

2
52
.7
52

2
52
.5
45

2
52
.3
17

2
52
.0
68

2
51
.7
98

2
51
.5
06

2
51
.1
92

2
50
.8
58

2
50
.6
27

2
50
.5
02

2
50
.1
24

2
49
.7
26

2
49
.3
06

2
48
.8
65

2
48
.4
02

2
48
.2
52

2
47
.9
18

2
47
.4
13

2
46
.8
86

2
46
.3
38

2
45
.7
69

2
45
.1
78

2
44
.5
66

2
54
.0
06

2
53
.8
21

2
53
.6
14

2
53
.3
86

2
53
.1
37

2
52
.8
67

2
52
.5
75

2
52
.2
61

2
51
.7
89

2
51
.6
17

2
51
.4
68

2
51
.0
20

2
50
.6
22

2
50
.2
02

2
49
.7
61

2
49
.2
98

2
49
.1
48

2
48
.8
14

2
48
.3
09

2
47
.7
82

2
47
.2
34

2
46
.6
65

2
46
.0
74

2
45
.4
62

2
53
.8
33

2
53
.6
48

2
53
.4
41

2
53
.2
13

2
52
.9
64

2
52
.6
94

2
52
.4
02

2
52
.0
88

2
51
.7
89

2
51
.6
03

2
51
.5
02

2
51
.1
93

2
50
.7
95

2
50
.3
75

2
49
.9
34

2
49
.4
71

2
49
.3
21

2
48
.9
87

2
48
.4
82

2
47
.9
55

2
47
.4
07

2
46
.8
38

2
46
.2
47

2
45
.6
35

DL=230.000

   260.000

   250.000

   240.000

計画高

中央排水管敷高

右側側溝敷高 左側側溝敷高

インバート

終
点
側坑

口

ST
A.
82
1+3

2

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

2
54
.2
49

2
54
.0
64

2
53
.8
57

2
53
.6
29

2
53
.3
80

2
53
.1
10

2
52
.8
18

2
52
.5
04

2
52
.1
70

2
51
.9
39

2
51
.8
14

2
51
.4
36

2
51
.0
38

2
50
.6
18

2
50
.1
77

2
49
.7
14

2
49
.5
64

2
49
.2
30

2
48
.7
25

2
48
.1
98

2
47
.6
50

2
47
.0
81

2
46
.4
90

2
45
.8
78

+
32
.0
00

 
2.
0
00

2
45
8.
0
00

2
45
.0
85

2
45
.2
58

2
45
.5
01

計 画 高

0.700
坑門工

2444.300 0.7

2.747@50.000=2350.000 44.80

24.25048.25046@50.000=2300.000

裏面排水工

左側側溝

右側側溝

中央排水管

横断排水管

側溝集水桝

i=-2.0%～2.0%

V=1:750,H=1:2500

i%

i=0.4%～2.0%

+
30
.0
00

1
0.
0
00

2
45
6.
0
00

2
44
.2
52

2
45
.1
48

2
45
.3
21

2
45
.5
64

/

/

53　 95

mailto:47@50.000
mailto:46@50.000


54　 95



S=1:125排 水 工 詳 細 図 (2)
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C
Ⅱ

-
L
(
H
)
-B
(
R)

(
イ
ン

バ
ー

ト
有

り
)

600

7
6
0

1
0
0
1
5
0

5
1
0

2
5
0

300

中央排水工B S=1：25

a部詳細図 S=1：50 b部詳細図 S=1：50

横断排水工B

中央排水工B
接続管（90°クロス）

吹付けコンクリ-ト

防水工

裏面排水工A

防水シート

覆工コンクリ-ト

フィルタ－材

φ300（有孔管）

1
0
0

300

900

6
0
0

接 続 管 S=1：25

横断排水工B S=1：25

320

10
0

フィルタ－材

φ100（有孔管）

5
2
5

1
5
0

3
7
5

5
0

1
0
0

横断排水工C

横断排水工C S=1：25

10
0

φ100（無孔管）

数　量名　　　称 形 状 寸 法 単位 摘　　　要

裏面排水工A 20.000

裏面排水工材料表 （10.0m当り）

mφ75

横 断 排 水 工 材 料 表

掘 削

高密度ポリエチレン管

DⅠ-b(H)-B

フィルター材

横断排水工　B　   φ100

横断排水工　C　　 φ100

名    称 形 状 寸 法 単位

m3

m3

m

m

数     量
CⅠ-a-i(H)-B

1.462

1.369

8.7

2.8

中 央 排 水 工 材 料 表 （10m当り）

数     量
名    称 形 状 寸 法 単位

摘      要

インバート有り

掘 削 m 4.5603

フィルター材 m 3.6313

高密度ポリエチレン管 φ300 m 10.000 横断排水管含む

DⅢa(H)-B
CⅡ-b-i(H)-B

8.7

2.8

8.7

2.9

10.7

3.0

10.7

3.0

摘       要

（1断面当たり）

両側　接続管を考慮（1断面当り）   

（1断面当たり）

1.462

1.369

1.462

1.369

1.798

1.684

1.798

1.684

/

/
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S
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S
TA
.8
13

S
TA
.8
14

S
TA
.8
15

S
TA
.8
16

S
TA
.8
17

ジェットファン手元開閉器

煤煙透過率測定装置

一酸化炭素検出装置

風向風速測定装置

非常駐車帯立上り横断

中継増幅盤

照明立上り

ラジオ再放送立上り(AM･FM)

非常駐車帯位置

 
  
 +
74

S
TA
.7
96

S
TA
.7
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S
TA
.7
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S
TA
.7
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S
TA
.8
00

S
TA
.8
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S
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.8
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S
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.8
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S
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S
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S
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S
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S
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S
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S
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S
TA
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S
TA
.8
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S
TA
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S
TA
.8
14

S
TA
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S
TA
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S
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 +
74

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

車両進行方向

673.0

S
TA
.7
97

S
TA
.7
98

S
TA
.7
99

S
TA
.8
00

S
TA
.8
01

S
TA
.8
02

S
TA
.8
03

S
TA
.8
04

S
TA
.8
05

S
TA
.8
06

S
TA
.8
07

S
TA
.8
08

S
TA
.8
09

S
TA
.8
10

S
TA
.8
11

S
TA
.8
12

S
TA
.8
13

S
TA
.8
14

S
TA
.8
15

S
TA
.8
16

S
TA
.8
17

S
TA
.7
96

起点側坑口

STA.7
96+74

+
47

592.0 698.0 809.0

S
TA
.8
03

+
66

S
TA
.8
02

748.0 759.0

+
95

S
TA
.8
10

+
64

S
TA
.8
09

S
TA
.8
17

DⅢa(H)-B DⅠ-b(H)-B CⅠ-a-i(H)-B CⅡ-b-i(H)-B
CⅡ-L(H)-B(L)

CⅡ-b-i(H)-B
CⅡ-L(H)-B(R)

CⅡ-b-i(H)-B
DⅠ-b(H)-B

CⅡ-b-i(H)-B

CⅡ-L(H)-B(R) CⅡ-b-i(H)-B DⅠ-b(H)-B
CⅡ-b-i(H)-B CⅡ-b-i(H)

DⅠ-b(H)-B CⅡ
CⅡ-b-i(H)-B

CⅡ-L(H)-B(L)

明り巻工

明り巻工

監
視
員
通
路
側

非常駐車帯位置 

側
帯
側

通話型通報装置（非常電話）

（操作型通報装置含む）

自動通報区画

火災検知器

消火栓

(消火器・操作型通報装置含む)

給水栓

制水弁

200m程度の間隔

800m程度の間隔

有

有

有

有

有

有

有

有

－

－

ＥＬＢ盤

測　　　点

設計断面区分

区 間 長（m）

測　　　点

設計断面区分

区 間 長（m）

空気抜弁 

(坑口部は10m付近に配置）

50m以下の間隔
(坑口部は25m以下配置）

200m以下の間隔

手動通報区画

－

50m以下の間隔

78.3 128.5

+
50

－

－

通話型通報装置（非常電話）

（操作型通報装置含む）

－

非常駐車帯案内板 －

21 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

577.5

13.0 54.0 126.0 133.0 249.970
32.060

48.970
32.0 584.970

32.060

10.970
58.0

30.0

32.0
355.0 126.0 62.0 58.0 44.970

698.0 809.0

576.0

608.0

575.970

682.0

730.0

793.0

840.5

665.970 776.97032.032.060

150.0 150.0 150.0

150.0

657.0 32.0 716.0 32.0 727.0

689.0 748.0 759.0

150.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0

25.0
25.0

50.050.0

50.0 50.0 50.0

50.0

821.0 1940.0

8.0 167.5 170.0 170.0 170.0 190.0 190.0 190.0 178.0 190.0 190.0 190.0

165.0

670.3 748.2 759.9

2138.0

100.0 100.0 2058.0

150.0 2163.0

1355.0 1406.0

576.5 698.0 809.0

658.5 748.0 759.0

10.0 2747.0

15.0

15.0
2721.0

50.0 50.0 50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0
10

11

10

5 5

20.0

20.0

20.0

20.0 200.0

200.0

32.5

50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

26.5 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

30.5
10

11

10

5 5
28.5

50.0 50.0

50.0 50.0 50.0

50.0 50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.050.0 50.0 50.0 50.0 50.0

150.0 200.

150.0 150.0 150.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0150.0 200.

200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0161.0

200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0

165.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0

有

有

有

有

DⅢa(H)-B DⅠ-b(H)-B CⅠ-a-i(H)-B CⅡ-b-i(H)-B
CⅡ-L(H)-B(L)

CⅡ-b-i(H)-B
CⅡ-L(H)-B(R)

CⅡ-b-i(H)-B
DⅠ-b(H)-B

CⅡ-b-i(H)-B

CⅡ-L(H)-B(R) CⅡ-b-i(H)-B DⅠ-b(H)-B
CⅡ-b-i(H)-B CⅡ-b-i(H)

DⅠ-b(H)-B CⅡ
CⅡ-b-i(H)-B

CⅡ-L(H)-B(L)

13.0 54.0 126.0 133.0 249.970
32.060

48.970
32.0 584.970

32.060

10.970
58.0

30.0

32.0
355.0 126.0 62.0 58.0 44.970

+
44
.3

S
TA
.8
03

+
92
.5

S
TA
.8
10

箱
抜
き
の
有
無

箱
抜
き
の
有
無

誘導表示板(A）

非常口案内表示板

200m程度の間隔

の側壁部

有

避難連絡坑の反対側

－非常口表示灯

有

非駐帯部出口側の褄壁部

誘導表示板 非常口表示灯含む間隔
有

非常口表示灯 － 避難連絡坑断面側壁の右側

200m程度の間隔

657.5 748.0 759.0

673.3 748.2 759.9

トンネル内警報板

非常駐車帯案内板

S=1:7000非 常 用 施 設 割 付 図 (1)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設割付図(1)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

S=1:7,000

/
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303.000m

S
T
A
.
8
1
6

S
T
A
.
8
1
7

S
T
A
.
8
1
8

S
T
A
.
8
1
9

S
T
A
.
8
2
0

S
T
A
.
8
2
1

S
T
A
.
8
2
2

S
T
A
.
8
2
3

S
T
A
.
8
2
4

STA.824+35
終点側坑口STA.821+32

359.0

581.0

+
5
4

S
T
A
.
8
1
8

+
7
3

S
T
A
.
8
1
7

CⅡ-b-i(H)-B CⅡ-b-i(H)-B

DⅠ-b(H)-B CⅡ-L(H)-B(L)

CⅡ-b-i(H)-B

CⅡ-L(H)-B(R)
CⅡ-b-i(H)-B

DⅠ-b(H)-B

DⅢa(H)-B
スノーシェッド

面壁

スノーシェッド

各 断 面 ご と の 箇 所 数

CⅠ-a-i DⅠ-b DⅢa CⅡ-L CⅡ-L
合 計明り巻

※（　）内数値は箱抜不要箇所を示す。

各 断 面 ご と の 箇 所 数

合 計明り巻

※（　）内数値は箱抜不要箇所を示す。

79.4

+
5
0

39 40 41 42 43 44

⑩ ⑪ ⑫ ⑭

62.0 58.0 44.970
32.060

48.970
32.0 206.0

20.0

35.3
0.7

303.0

676.5

678.0

646.5

645.97032.060

32.0 565.0

565.0

192.0 192.0 192.0

190.0 189.0 185.0 185.0 186.5 10.0

582.6

275.0 408.0（105.0+303.0）

403.0100.0

448.0

1406.0

677.5

595.5

10.0

7.0

39.5
10

11

10

5 5
17.550.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0 50.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0

45 46 47 48

48.0 48.0

⑬

49 50 51 52

48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0
24.0

48.0 48.0 15.0

15.0

53 54 55 56

15.0

24.0

200.0

192.0 192.0 192.0 15.0200.0

200.0 200.0 200.0 200.0

0 200.0 200.0 200.0 196.0

0 200.0 200.0 200.0 196.0

CⅡ-b-i(H)-B CⅡ-b-i(H)-B

DⅠ-b(H)-B CⅡ-L(H)-B(L)

CⅡ-b-i(H)-B

CⅡ-L(H)-B(R)
CⅡ-b-i(H)-B

DⅠ-b(H)-B

DⅢa(H)-B

面壁

62.0 58.0 44.970
32.060

48.970
32.0 206.0

20.0

35.3
0.7 303.0

(H)-B
CⅡ-b-i
(H)-B (H)-B (H)-B (H)-B(L)(H)-B(R)

CⅠ-a-i DⅠ-b DⅢa CⅡ-L CⅡ-L
(H)-B

CⅡ-b-i
(H)-B (H)-B (H)-B (H)-B(L)(H)-B(R)

- (3) (3)- - - --

9 2 1 12- - - -

- (3) (3)- - - --

- - - (3) - - (3)

(1) (7) (2) (1) (1) (12)- -

(3) (33) (7) (3) (49)-(2)

(3) (39) (9) (65)-(2) - (12)

3 33 9 49-1 - 3

(1) (9) (14)-(1) - (3)-

(1) (9) (14)-(1) - (3)-

1 -- - - - - 1

- - -7 3 3 1 14

- - -10 2 12- -

- - -9 2 12-1

3- - - - -

2 2- - - -- -

2 4- - - -1

1 2- - -- -1

1- - -- -1-

3 3- - - - - -

3 3--- - - -

1- - - - - 1-

22 - -- --

(3) (3)-- - - - - -

+
5
2
.
4

S
T
A
.
8
1
8

(1)

1

596.5

579.6

- - - - -

- - - - - -

(3)

(3)

-

-

3

(3)

(3)

-

-

誘導表示板(A）

非常口表示灯

ジェットファン手元開閉器

煤煙透過率測定装置

一酸化炭素検出装置

風向風速測定装置

非常駐車帯立上り横断

中継増幅盤

照明立上り

ラジオ再生放送立上り(AM･FM)

非常駐車帯位置

監
視
員
通
路
側

誘導表示板 

非常駐車帯位置

側
帯
側

通話型通報装置（非常電話）

(操作型通報装置含む)

自動通報区画

火災検知器

消火栓

(消火器・操作型通報装置含む)

給水栓

制水弁

通話型通報装置（非常電話）

(操作型通報装置含む)

200m程度の間隔

200m程度の間隔

800m程度の間隔

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

－

－

ＥＬＢ盤

測　　　点

設計断面区分

区 間 長（m）

測　　　点

設計断面区分

区 間 長（m）

200m程度の間隔
有

空気抜弁 

(坑口部は10mに配置）

50m以下の間隔
(坑口部は25m以下配置）

200m以下の間隔

の側壁部
避難連絡坑の反対側

非常駐車帯案内板 －

非常駐車帯案内板 －

手動通報区画

－

非常口案内表示灯 －

－

50m以下の間隔

2058.0

2163.0

809.0

759.0

S=1:7000非 常 用 施 設 割 付 図 (2)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設割付図(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

S=1:7,000

有

有

有

－

箱
抜
き
の
有
無

箱
抜
き
の
有
無

非常口案内表示板 有

非駐帯部出口側の褄壁部

トンネル内警報板 －

非常口表示灯含む間隔

避難連絡坑断面側壁の右側

2136.3

759.0

759.9

/

/
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消火栓+自動弁

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (1)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(1)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

S=1:60

箱　抜　工　図

3
5
0

T
t

T
t

1:
0.
5 1:0.5

2180 T

4001780

2180

T

1
0
90

1
0
00

2
0
90

4001780

2180

3
5
0

3
0
0

1
3
0

3
0
01
3
01:

0.
5 1:0.5

2180 300

1000

300

1000

補強ロックボルト

L=4000

補強プレート

PL-200×22×4100

撤去上・下半継手板

PL-160×230×9

切断・再打設ロックボルト

L=3000

10001000

撤去支保工

HH-100×100×6×8

1000

1000 1000 1000

継手板・底板

ロックボルト

覆工コンクリート

去
撤

工

鋼製支保工

鉄　　筋

プレート長

名　　称

吹　 付 　厚

掘　　　　削

覆　 工 　厚

型　　　　枠

記号

t

T

3

cm

cm

3

2

単位

ｍ

kg

kg

kg

吹付コンクリート 2

控除後覆工コンクリート ｍ

本

プレート kg

L

数 量 表

工

補

強

30

13

4.0ｍ*4本

30

7

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

4.0ｍ*4本

30

7

DⅠ-b(H)-BCⅡ-b-i(H)-BCⅠ-a-i(H)-B

4.0ｍ*4本

40

10

CⅡ-L(H)-B(R)

本

本

ロックボルト切断

2.420

1.391

12.214

3.275

2.420

1.391

6.078

12.323

4.022

3.0ｍ*3本

141.6

120.8

15.6

4.100

2.659

1.630

6.078

14.600

6.017

73.0

143.4

4.151

297.6

30.2

2.912

1.882

6.089

13.630

4.275

169.4

4.904

118.1

9.0

35

23

DⅢa(H)-B

S.L

R1
=5
75
0

T
t

350 T t

1:5

1
0
90

T

T
2
0
90

1
0
00

S.L

R1
=5
75
0

30
0

13
0

350300130

1:5

1
0
90

3
0
0

3
0
0

2
0
90

1
0
00

補強ロックボルト

L=4000

切断・再打設ロックボルト

L=3000

補強プレート

PL-200×22×4100

切断・再打設ロックボルト

L=4000

切断・再打設ロックボルト

L=4000

補強工図(DⅠ-b(H)-B 断面)

(1ヶ所当り)

4.900

169.2

3.0ｍ*4本

68.2

7.8

3.0ｍ*2本

3

/

/

3.275

12.214

2.420

1.391

6.0786.078
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S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (2)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

S=1:60

補強工図(DⅢa(H)-B 断面)
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0

1:
0.
5 1:0.5

2180 350

1000

350
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1000 10001000 1000

補強ロックボルト

L=4000
補強プレート

PL-200×22×4151

撤去支保工

HH-154×151×8×12 

撤去上・下半継手板

PL-210×250×9 

切断・再打設ロックボルト

L=3000

S.L

R1
=5
75
0

35
0
23
0

350 350 230

1:5

1
0
90

3
5
0

3
5
0

2
0
90

1
0
00

L=4000
補強ロックボルト

補強プレート

PL-200×22×4151

切断・再打設ロックボルト

L=3000

切断・再打設ロックボルト

L=4000

切断・再打設ロックボルト

L=4000

撤去底板

PL-250×250×16 

2
3
0

/

/
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縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(3)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (3)

消火栓+自動弁

箱　抜　工　図

3
5
0

T
t

T
t

1:
0.
5 1:0.5

2180 T

4001780
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90
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2180

補強工図(CⅡ-L(H)-B(R) 断面)
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0
01:
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2180 400

1200

400

1200 1200 1200

1200 1200

補強プレート

PL-200×22×4904

補強ロックボルト

L=4000

撤去支保工

HH-108×104×10×12

撤去底板

PL-170×250×9

切断ロックボルト

L=3000

12001200

R6
=7
35
0

R1
=5
75
0

T
t

S.L

350 T t

1:5

1
0
90

T

T
2
0
90

1
0
00

切断ロックボルト

L=4000

R6
=7
35
0

R1
=5
75
0

40
0

10
0

S.L

350 400100

1:5

切断ロックボルト

L=3000

補強ロックボルト

L=4000

切断ロックボルト

L=4000

補強プレート

PL-200×22×4904

t

350 T t

1:5

1
0
90

4
0
0

4
0
0

2
0
90

1
0
00

1
0
0

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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空気抜弁

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (4)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(4)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

継手板・底板

ロックボルト

覆工コンクリート

去
撤

工

鋼製支保工

鉄　　筋

プレート長

名　　称

吹　 付 　厚

掘　　　　削

覆　 工 　厚

型　　　　枠

記号

t

T

3

cm

cm

3

2

単位

ｍ

kg

kg

kg

吹付コンクリート 2

控除後覆工コンクリート ｍ

本

プレート kg

L

数 量 表

工

補

強

30

7

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

CⅡ-b-i(H)-B

本

本

ロックボルト切断

0.615

0.453

1.545

4.371

0.921

3.0ｍ*2本

S.L

R1
=5
75
0

30
0

70

250300 70

1:5

1
2
50

3
0
0

3
0
0

4
0
0

7
0

3
0
0

7
0

300 500 300

2
5
0
3
0
0

7
0

500

1
2
50

4
0
0

500

1:
0.
5 1:0.5

箱　抜　工　図

(1ヶ所当り)

2.500

86.4

3.0ｍ*2本

14.5

2.6

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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通話型通報装置(非常電話)

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (5)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(5)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

箱　抜　工　図

2
0
00

1100

T
t

T 1100 T

9
5
0

T
t

1200T T

1
0
0

2
1
00

50 50

1200

H2 8-D13×1700

H1 8-D13×1600

V1 11-D13×2480

継手板・底板

ロックボルト

覆工コンクリート

去
撤

工

鋼製支保工

鉄　　筋

プレート長

名　　称

吹　 付 　厚

掘　　　　削

覆　 工 　厚

型　　　　枠

記号

t

T

3

cm

cm

3

2

単位

ｍ

kg

kg

kg

吹付コンクリート 2

控除後覆工コンクリート ｍ

本

プレート kg

L

数 量 表

工

補

強

30

13

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

30

7

DⅠ-b(H)-BCⅡ-b-i(H)-B

40

10

CⅡ-L(H)-B(R)

本

本

ロックボルト切断

5.208

2.746

9.187

15.714

6.308

5.208

2.746

9.187

16.592

7.365

3.0ｍ*4本

72.5

55.8

5.2

2.100

4.0ｍ*2本

6.256

3.794

9.187

18.200

8.076

55.1

86.5

2.504

68.0

3.0

S.L

R1
=5
75
0

T
t

950 T t

1:5

T
T

t
2
1
00

1
0
0

2
0
00

7
@
1
5
0
=1
0
50H2 D13 c.t.c150

H1 D13 c.t.c150

V1 D13 c.t.c150

1
0
0

1
0
0

補強工図(DⅠ-b(H)-B 断面)

3
0
01
3
0

300 1100 300

9
5
0

3
0
0

1
3
0

1000 1000 10001000

1000

補強ロックボルト

L=4000

補強プレート
PL-200×22×2100

撤去支保工

HH-100×100×6×8

撤去上・下半継手板

PL-160×230×9

切断・再打設ロックボルト

L=4000

切断・再打設ロックボルト

L=3000

1000

S.L

R1
=5
75
0

30
0

13
0

950 300 130

補強ロックボルト

L=4000

切断・再打設ロックボルト

L=3000

補強プレート

PL-200×22×2100

切断・再打設ロックボルト

L=4000

1
0
0

1:5

53.455.1

(1ヶ所当り)

2.500

3.0ｍ*2本

86.4

4.0ｍ*2本

40.8

2.6

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (6)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(6)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

箱　抜　工　図

通話型通報装置(非常電話)
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補強プレート

PL-200×22×2504

補強ロックボルト

L=4000

撤去支保工

HH-108×104×10×12

撤去底板

PL-170×250×9

切断ロックボルト

L=3000

切断ロックボルト

L=4000

1200T T

2
0
00

1100

1
0
0

2
1
00

50 50

1200

補強工図(CⅡ-L(H)-B(R) 断面)

H2

8-D13×1600
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V1 11-D13×2430

V1 11-D13×2480

1600 1700

H1 8-D13×1600 H2 9-D13×1700

1200
1
1
50

79

R5
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R6
=7
35
0

R1
=5
75
0

T
t

S.L

950 T t

1:5

2
0
00

T
T

2
1
00

1
0
0

1
0
0

D13 c.t.c150H2

V1 D13 c.t.c150

H1 D13 c.t.c150

H1

R6
=7
35
0

R1
=5
75
0

40
01
00

S.L

950 400100

t

補強ロックボルト

L=4000

補強プレート

PL-200×22×2504

切断ロックボルト

L=3000

切断ロックボルト

L=4000

7
@
1
5
0
=1
0
50

1
0
0

1:5

2
0
00

4
0
0

4
0
0

2
1
00

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

記号 径 長　さ 本数 単位質量 1本当り質量 質　量 摘　要

V1 D13 2430 11 0.995 2.42 26.6

H1 〃 1600 8 〃 1.59 12.7

H2 〃 1700 9 〃 1.69 15.2

計 D13 54.5 kg

補 強 鉄 筋 表 (1ヶ所当り)

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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ELB盤

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (7)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(7)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

箱　抜　工　図
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継手板・底板

ロックボルト

覆工コンクリート

去
撤

工

鋼製支保工

鉄　　筋

プレート長

名　　称

吹　 付 　厚

掘　　　　削

覆　 工 　厚

型　　　　枠

記号

t

T

3

cm

cm

3

2

単位

ｍ

kg

kg

kg

吹付コンクリート 2

控除後覆工コンクリート ｍ

本

プレート kg

L

数 量 表

工

補

強

30

13

4.0ｍ*2本

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

30

7

DⅠ-b(H)-BCⅡ-b-i(H)-B

本

本

ロックボルト切断

0.988

0.744

10.100

1.695

0.988

0.744

3.470

11.108

2.432

3.0ｍ*5本
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補強工図(DⅠ-b(H)-B 断面)
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L=4000

補強プレート

PL-200×22×2100

撤去支保工

HH-100×100×6×8

撤去上・下半継手板

PL-160×230×9

切断・再打設ロックボルト

L=4000

切断・再打設ロックボルト
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補強ロックボルト

L=4000

補強プレート

PL-200×22×2100

切断・再打設ロックボルト

L=3000

切断・再打設ロックボルト

L=4000

1:5

200300130 7
5
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3
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0

3
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3
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0
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2
0
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5
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(1ヶ所当り)

3.0ｍ*2本

86.4

2.500

75.5

2.6
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非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (8)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(8)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

S=1:60

箱　抜　工　図
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非常口案内表示板　数量表(右側） (1ヶ所当り)

継手板・底板

ロックボルト

覆工コンクリート

去
撤

工

鋼製支保工

鉄　　筋

プレート長

名　　称

吹　 付 　厚

掘　　　　削

覆　 工 　厚

型　　　　枠

記号

t

T

3

cm

cm

3

2

単位

ｍ

kg

kg

kg

吹付コンクリート 2

控除後覆工コンクリート ｍ

本

プレート kg

L

工

補

強

30

13

4.0ｍ*4本

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

30

7

DⅠ-b(H)-BCⅡ-b-i(H)-B

40

10

CⅡ-L(H)-B(R)

本

本

ロックボルト切断

0.831

0.498

3.431

7.571

1.361

0.831

3.431

8.200

1.897

3.0ｍ*3本

141.6

115.0

22.2

4.100

4.0ｍ*3本

1.019

0.685

3.435

9.150

1.934

127.9

3.704

71.1

6.0

(1ヶ所当り)

127.8

3.700

3.0ｍ*3本

40.7

5.2

誘導表示板　数量表(左側）

誘導表示板・非常口案内表示板

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

/

/

3

※非常口案内表示板は、監視員通路側(右側)のみの設置とする。

※非常口案内表示板の箱抜き形状は、誘導表示板と同じとする。

0.498

継手板・底板

ロックボルト

覆工コンクリート

去
撤

工

鋼製支保工

鉄　　筋

プレート長

名　　称

吹　 付 　厚

掘　　　　削

覆　 工 　厚

型　　　　枠

記号

t

T

3

cm

cm

3

2

単位

ｍ

kg

kg

kg

吹付コンクリート 2

控除後覆工コンクリート ｍ

本

プレート kg

L

工

補

強

30

13

4.0ｍ*4本

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

30

7

DⅠ-b(H)-BCⅡ-b-i(H)-B

40

10

CⅡ-L(H)-B(R)

本

本

ロックボルト切断

0.872

0.523

3.393

7.771

1.416

0.872

3.393

8.446

1.970

3.0ｍ*3本

141.6

116.2

15.6

4.100

4.0ｍ*3本

1.081

0.732

3.396

9.540

2.035

127.9

3.704

81.1

6.0

127.8

3.700

3.0ｍ*6本

46.9

5.2

3 0.523

68　 95



非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (9)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(9)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

S=1:60

誘導表示板
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縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(10)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60
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JF手元開閉器箱

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (11)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(11)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60
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煤煙透過率測定装置　受光部

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (12)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(12)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60
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煤煙透過率測定装置　投光部

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (13)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(13)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

箱　抜　工　図

継手板・底板

ロックボルト

覆工コンクリート

去
撤

工

鋼製支保工

鉄　　筋

プレート長

名　　称

吹　 付 　厚
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覆　 工 　厚
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記号
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一酸化炭素検出装置

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (14)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(14)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60
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風向風速測定装置

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (15)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(15)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60
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縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(16)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (16)

非常駐車帯部立上り横断
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縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(17)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (17)

非常駐車帯部立上り横断

CⅡ-L(H)-B(L) 断面
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PL-170×250×9
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補強プレート

PL-200×22×2504

切断ロックボルト
L=1000

切断ロックボルト
L=1000

切断ロックボルト
L=2000

切断ロックボルト
L=4000

補強ロックボルト

L=4000
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中継増幅盤

S=1:60非 常 用 施 設 箱 抜 工 図 (18)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜工図(18)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:60

箱　抜　工　図

4
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0
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0.
5 1:0.5
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補　強　工　図
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補強プレート

PL-200×22×3704

補強ロックボルト

L=4000

撤去支保工

HH-108×104×10×12

切断ロックボルト
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切断ロックボルト
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PL-170×250×9
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1100
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CⅡ-L(H)-B(R) 断面
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継手板・底板

ロックボルト

覆工コンクリート

去
撤

工

鋼製支保工

鉄　　筋

プレート長

名　　称

吹　 付 　厚

掘　　　　削

覆　 工 　厚

型　　　　枠

記号

t

T

3

cm

cm

3

2

単位

ｍ

kg

kg

kg

吹付コンクリート 2

控除後覆工コンクリート ｍ

本

プレート kg

L

数 量 表

工

補

強

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

本

本

ロックボルト切断

40

10

CⅡ-L(H)-B(R)

2.152

1.533

4.369

11.080

3.260

4.0ｍ*3本

127.9

102.2

6.0

3.704

40
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R6
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35
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R1
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0

S.L
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補強ロックボルト

L=4000

補強プレート

PL-200×22×3704

切断ロックボルト

切断ロックボルト
L=4000

(1ヶ所当り)

L=3000
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(DⅢa(H)-B 断面)

S=1:125非 常 用 施 設 箱 抜 補 強 工 図 (1)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜補強工図(1)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:125

消火栓+自動弁

3
5
0

3
0
0

1
8
0

3
5
0

2
3
0

1:
0.
5 1:0.5

2180 350

2180

350 D19V1

控除鉄筋

補強鉄筋

記号 径 長　さ 本数 摘　要1本当り重量単位重量 重  量

本数長　さ径記号 摘　要

H1 D16

D19K2

D19K1

kg

kg

kgD19

D16

鉄筋材料表

単位重量1本当り重量 重  量

K3 D19

K5

合　計

3

 3.74

68 7.582.25

1.56  6.51 264

9 42.25

9 27 2.952.25

70

19

51

2.25 12

154D16 1.56

kg

kg

kgD19

D16

合　計 143

kg19

9

101

42

kg51

3370

4170

1770

210

1310

2400

0.473

 3.98

D19V2 23 7.612.2533380

kg101

kg42

(平均長)H2 D16 1.56  3.88 1642490

K6 0.967 44D16 1.56620

D19K4 3 8 2.772.251230

AA

BB

1 2

1 - 1

2 - 2

1:
0.
5 1:0.5

400 300300

A - A

B - B

11@200=2200

2@200=400

平均

〃2

4

3

〃

〃

記号

1

径

D16

本数 L

1

1

1

1

4

H  4-D16*4170 (平均長)1

一定長 ℓ1

3428 4236404

371

353

350

3428 4170

3428 4134

3428 4128

4167

D16H1

D19V1 D19V2

D16H2

D19V3

3
5
0

2
3
0

3
5
0

3
5
0

400

D16H1 D16H2

AA

BB

D19K3D19K1

D16K5

D16K6

控 除 鉄 筋

D19K4

2392

560

ℓ
1

560

ℓ
1

平均

〃2

3 〃

記号

1

径

D16

本数 L

1

1

1

4

H  4-D16*2490 (平均長)2

一定長 ℓ2

1648 2400376

390

408

1648 2428

1648 2464

2483

612

560

ℓ
2

560

ℓ
2

V  9-D19*33701

D19K3

D19K2 D16K5

D19K4

D16K6

D19K2

K  9-D19*13101 K  9-D19*2102 K  3-D19*17703

K  3-D19*12304 K  4-D16*24005 K  4-D16*6206

2392 612

(平均長)

2
3
0

D19V2D19V1

1 2

K1

注1）覆工（アーチ部）

  τoa（コンクリート許容付着応力度）=1.6N/mm2

saσ

τ4・ oa
  La=35*D19=665

継手長及び定着長は La=      　 　　  =31.25φ　　　　　　・φ

   異形鉄筋はSD345とする。

〔σsa（鉄筋許容引張応力度）=200N/mm2

  σck（コンクリート設計基準強度）=24N/mm2 〕

θ=135°θ=90°

69 421758848D16

D19 57 104.5 89 24

主筋

a

主    筋

θ>90°

aR=3φ R=5.5φ

θ≦90°

　ℓ

　ℓ＝2*ℓ-a

　ℓ

鉄筋加工寸法表

L φφ

L

σck=24N/mm2 σck=18N/mm2

L

35φ 40φ

※鉄筋は SD345 を使用。

L

480

570

σck=30N/mm2
30φ

D16

D19

560

665

640

760

θR

ℓ 12φ
a

ℓ

φ

82 4

≒35φ

V  3-D19*14103V  3-D19*33802

D19V3

D19V2 10 3.172.2531410

2
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S.L
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0
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0
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0
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DⅢa(H)-K 断面

S=1:125非 常 用 施 設 箱 抜 補 強 工 図 (2)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

非常用施設箱抜補強工図(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

S=1:125

ラジオ再放送立上り

D19V1

控除鉄筋

補強鉄筋

記号 径 長　さ 本数 摘　要1本当り重量単位重量 重  量

本数長　さ径記号 摘　要

H1 D16

D19K2

D19K1

kg

kg

kgD19

D16

鉄筋材料表

単位重量1本当り重量 重  量

K3 D19

K4

合　計

3

0.811

21 7.072.25

1.56  3.04 155

3 332.25

3 10 3.172.25

68

17

51

2.25 8

45D16 1.56

kg

kg

kgD19

D16

合　計 142

kg17

3

72

70

kg51

3140

1950

1230

4910

1410

 520

11.05

 2.77

D19V2 4314.312.2536360

kg70

H2 D16 1.56  3.04 1551950

K5 0.811 45D16 1.56 520

1:
0.
5 1:0.5

300

3
5
0

2
3
0

2
0
0

3
5
0

2
3
0

2@200=400 D16H1

D19V1

D19V1

D16H1

D19K1

D16K4

D19K1 D16K4

控 除 鉄 筋

1:
0.
5 1:0.5

200

B - B

1:
0.
5 1:0.5

300

3
5
0

2
3
0

2
0
0

3
5
0

2
3
0

2@200=400 D16H2

D19V2

D19K2 D16K5

A - A

3
5
0

2
3
0

2
0
0

3
5
0

2
3
0

D19V2

D16H2

D16H3

D19K2

D19K3

D16K5

D16K6

D16H3

D19V3

2@200=400

D19K3

D16K6

V  3-D19*31401 V  3-D19*63602 H  5-D16*19501

560

512

2
0
0

560

2
0
0

H  5-D16*19502 H  14-D16*18503

560

512

2
0
0

560

2
0
0

560

412

2
0
0

560

2
0
0

K  3-D19*49102K  3-D19*14101 K  3-D19*12303 K  5-D16*5204

512

K  5-D16*5205

512

K  14-D16*4206

412

H3 D16 1.56  2.89 40141850

K6 0.655 914D16 1.56 420

注1）覆工（アーチ部）

  τoa（コンクリート許容付着応力度）=1.6N/mm2

saσ

τ4・ oa
  La=35*D19=665

継手長及び定着長は La=      　 　　  =31.25φ　　　　　　・φ

   異形鉄筋はSD345とする。

〔σsa（鉄筋許容引張応力度）=200N/mm2

  σck（コンクリート設計基準強度）=24N/mm2 〕

θ=135°θ=90°

69 421758848D16

D19 57 104.5 89 24

主筋

a

主    筋

θ>90°

aR=3φ R=5.5φ

θ≦90°

　ℓ 　ℓ

鉄筋加工寸法表

L φφ

L

σck=24N/mm2 σck=18N/mm2

L

35φ 40φ

L

480

570

σck=30N/mm2
30φ

D16

D19

560

665

640

760

θR

ℓ 12φ
a

ℓ

φ

82 4

≒35φ

注1）覆工（アーチ部）

  τoa（コンクリート許容付着応力度）=1.6N/mm2

saσ

τ4・ oa
  La=35*D19=665

継手長及び定着長は La=      　 　　  =31.25φ　　　　　　・φ

   異形鉄筋はSD345とする。

〔σsa（鉄筋許容引張応力度）=200N/mm2

  σck（コンクリート設計基準強度）=24N/mm2 〕

θ=135°θ=90°

69 421758848D16

D19 57 104.5 89 24

主筋

a

主    筋

θ>90°

aR=3φ R=5.5φ

θ≦90°

　ℓ 　ℓ

鉄筋加工寸法表

L φφ

L

σck=24N/mm2 σck=18N/mm2

L

35φ 40φ

L

480

570

σck=30N/mm2
30φ

D16

D19

560

665

640

760

θR

ℓ 12φ
a

ℓ

φ

82 4

≒35φ

V  3-D19*11303

D19V3

kg72

D19V3 8 2.542.2531130

35
0

R1
=5
75
0

23
0

110

トンネル中心道路中心

S.L

200

350

2303
5
0

4
9
00

2
3
0

9
8
8

3
6
49

3
5
0

2
3
0

3
8
88

3
5
0

4
9
00

1
0
12

20
0

35
0

23
0

A

A

BB

1
06

D19V1

D16H1

D16K4

D19K1

D19V2

D16K5

D16H2

D16H3

D19V3
D16K6

D19K2

D19K3

66
5

66
5

13
90

252

219

665

259

5435

6
6
5218

25
0

14
08

4907

1
2
24

　ℓ＝2*ℓ-a
※鉄筋は SD345 を使用。
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H=1:5000

V
=1
:5
0
00

DL=200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

起点側坑口

STA.79
6+74.0

黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m

Rh-CM 

Da

of3-CM 

of2-CL 

of2-DH  

of2(B)-DL～DM  

Da-CM 

of2(B)-CM 

of2(B)-CL 

Da-CM 

Da-CL 

of2-CM

Da-

Da-DH
Da-DM～DL 

Da-DH
Da-DM～DL 

Da-DMDa-DM～DL 

Da-CM 

Da-CL 

Da-DH

Da-CL 

dt

dt

dt

rd

rd

550.00

S
T
A
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7

S
T
A
79
8

S
T
A
79
9

S
T
A
80
0

S
T
A
80
1

S
T
A
80
2

S
T
A
80
3

S
T
A
80
4

S
T
A
80
5

S
T
A
80
6

S
T
A
80
7

S
T
A
80
8

S
T
A
80
9

S
T
A
81
0

S
T
A
81
1

S
T
A
79
6

測　　　点

設計断面区分

 区 間 長（m）

計
　
測
　
工
　
　A

地 表 沈 下 測 定A

天 端 沈 下 測 定

内 空 変 位 測 定

坑 内 観 察 調 査

脚 部 沈 下 測 定

DⅢa(H)-B DⅠ-b(H)-B CⅠ-a-i(H)-B CⅡ-b-i(H)-B
CⅡ-L(H)-B(L)

CⅡ-b-i(H)-B
CⅡ-L(H)-B(R)

CⅡ-b-i(H)-B
DⅠ-b(H)-B

CⅡ-b-i(H)-B
CⅡ-L(H)-B(CⅡ-b-i(H)-B

CⅡ-L(H)-B(L)
明り巻工

13.0 54.0 126.0 133.0 249.970 32.060
48.970

32.0 584.970 32.060
10.970

58.0
30.0

32.0

土被り1.0D
土被り2.0D

施工方向

200m

掘　削　日　ご　と

10
10
10
10
10
10
10
10
10

20 20 20 20 20 20 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

20 20 20 20 20 20 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

20 20 20 20 20 20 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
10
10
10

20 20 20 20 20 30 30

20 20 20 20 20 30 30

20 20 20 20 20 30 30

10
10
10
10
10
10
10
10
10

10
10
10
10
10
10
10
10
10

土被り1D以上2D未満

土被り1D未満

計　測　間　隔

掘　削　日　毎

坑口付近（坑口～50ｍ）

CⅠ、CⅡ　30ｍに1ヶ所

地表沈下測定（縦断方向）

計　測　項　目

天端沈下測定

内空変位測定

坑内観察調査

土被り2D以下
200ｍまで

配　　　　　置

水平C1,C2  対角C3,C4

10ｍ

 5ｍ

10ｍ

10ｍ
20ｍ

内空変位測定

天端沈下測定

天端沈下計レベル

コンバージェンスメ－タ

天端沈下測定；

内空変位測定；

計　測　器　機　

1回

5～10ｍｍ

0.5D～2.0D

数　量 摘　 要

10ｍｍ
変位速度

切羽の離れ

測定位置と

頻　　度
1日

未満

日以上

0～0.5D

2回

日以下

2.0D～5.0D

1日

日

未満

1～5ｍｍ

1回

2日 1週

5.0D以上

1ｍｍ

未満

日

1回

DⅠ、DⅡ　20ｍに1ヶ所

天端S

頻　　　　　　度

計

測

工

A
24 箇所

99 箇所

2458.0m

脚部沈下測定

計測工Aの内容

S=1:5000計　測　工　割　付　図　(1）

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

計測工割付図(1)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

S=1:5000

/

/

83　 95



黒森山トンネル(上り線)　L=2458.000m
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掘　削　日　毎

坑口付近（坑口～50ｍ）

CⅠ、CⅡ　30ｍに1ヶ所

地表沈下測定（縦断方向）

計　測　項　目

天端沈下測定

内空変位測定

坑内観察調査

土被り2D以下
200ｍまで

配　　　　　置
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99 箇所

2458.0m

脚部沈下測定

計測工Aの内容

S=1:5000計　測　工　割　付　図　(2）

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

計測工割付図(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

S=1:5000
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S=1:125計　測　工　図　(1)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

計測工図(1)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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S=1:125計　測　工　図　(3)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

計測工図(3)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事
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S=1:500終点側坑口廻り排水系統図

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

終点側坑口廻り排水系統図

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

S=1:500
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S=1:125終点側中央排水工流末処理工図

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

S=1:125
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コンクリートはく落防止対策工 A

S=1:250コンクリートはく落防止対策工図
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縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

コンクリートはく落防止対策工図

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

S=1:250
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軟岩

内訳

はく落防止対策工

項目

面壁表面

数量表

2

単位

m
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合　　計
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縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

コンクリートブロック積工(2)

東京コンサルタンツ株式会社

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

磐越自動車道  黒森山トンネル工事

図示

/

/

コンクリートブロック積工 (2)
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2
00

65
1
35

900

S=1:75

基礎コンクリート

項目

コンクリート

型わく

構造物掘削

残土

規格・寸法 単位

m3

m2

m3

m3

数量

1.54

3.35

12.55

埋戻し 6.90

5.65m3

備 考

単位数量表

コンクリート基礎工　Ｃ

400 400

C2-1

D

100

2
00

65
1
35

1300

S=1:75

基礎コンクリート

コンクリート基礎工　Ｄ

400 800

項目

コンクリート

型わく

構造物掘削

残土

規格・寸法 単位

m3

m2

m3

m3

数量

2.08

3.35

18.39

埋戻し 7.79

10.60m3

備 考

単位数量表

C2-1

D
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